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北大文学部紀要 40-1(1991) 

親
族
関
係
と
都
市
適
応
過
程

孝

敏

関

Iま

じ

め

都
市
化
は
マ
グ
ロ
的
側
面
と
ミ
グ
ロ
的
側
面
と
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
前
者
は
、
主
と
し
て
人
口
学
的
規
定
に
よ
る

も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
は
農
山
漁
村
か
ら
都
市
へ
の
人
口
移
動
、
い
わ
ゆ
る
都
市
移
住
に
伴
う
人
口
の
地
域
的
再
配
置
と
そ
の
過
程
が
含

ま
れ
る
。
従
来
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
都
市
移
住
の
方
向
・
流
れ
、
都
市
移
住
の
分
化
パ
タ
ー
ン
は
、
都
市
化
の
マ
ク
ロ
的
側
面
に
お
け
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る
考
察
の
主
要
な
内
容
を
な
し
て
い
る
。

他
方
、
後
者
は
、
個
人
レ
ベ
ル
に
お
け
る
行
動
、
態
度
、
意
識
、
価
値
観
な
ど
に
注
目
す
る
。
都
市
移
住
と
の
関
連
で
い
え
ば
、
都
市

移
住
者
個
々
人
の
移
住
行
動
の
意
味
を
問
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
都
市
移
住
行
動
に
関
し
て
は
、
移
住
前
の
出
身
地
(
農
山
漁
村
)
に
視

点
を
据
え
る
ば
あ
い
と
、
移
住
後
の
移
動
先
(
都
市
)
に
視
点
を
据
え
る
ば
あ
い
と
で
は
、
テ
ー
マ
設
定
が
異
な
る
。
出
身
地
の
側
に
立

っ
と
、
都
市
移
住
の
原
因
が
移
住
者
の
行
動
レ
ベ
ル
に
お
い
て
関
わ
れ
る
。
「
都
市
移
住
の
意
志
決
定
」
と
い
う
テ
l
マ
は
こ
う
し
た
問

題
意
識
に
よ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
移
住
先
の
側
に
立
つ
と
、
都
市
移
住
の
結
果
が
間
わ
れ
、
都
市
移
住
の
効
果
(
影
響
〉
や
都
市
適
応
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親
族
関
係
と
都
市
適
応
過
程

の
テ

1
7
が
設
定
さ
れ
る
。

本
稿
は
、
都
市
化
の
ミ
ク
ロ
的
側
面
の
文
脈
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

移
住
後
の
都
市
適
応
(
過
程
)
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
都
市
適
応
の
問
題
は
、
多
く
の
海
外
移
民
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
き
た

こ
こ
で
の
考
察
の
ね
ら
い
は
、

一
連
の
都
市
移
住
行
動
に
お
け
る

ア
メ
リ
カ
社
会
に
お
い
て
は
、
き
わ
め
て
現
実
的
な
要
請
に
基
づ
く
学
問
的
関
心
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

会
学
に
お
け
る
シ
カ
ゴ
学
派
は
そ
の
代
表
で
あ
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
都
市
社

し
か
し
ひ
と
口
に
都
市
適
応
と
い
っ
て
も
、
都
市
移
住
者
、
が
海
外
移
民
で
あ
る
か
、

国
内
の
都
市
移
住
者
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
、
都
市
適
応
に
自
づ
と
質
的
差
異
が
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
に
お
け
る
都
市

適
応
の
問
題
は
、
国
内
の
都
市
移
住
者
に
つ
い
て
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
右
に
指
摘
し
た
意
味
に
お
け
る
国
内
移
住
者
の
都
市
適
応
に
関
す
る
研
究
は
、
海
外
移
民
の
そ
れ
に
比
べ
て
比
較
的
新
し

らい
での
あ(で
ると』土

な
たか
とろ
えう
ばカミ

と
い
う
の
も
、
初
期
の
研
究
は
、

一
九
五

0
年
代
か
ら
六

0
年
代
の
初
め
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
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0
・
ル
イ
ス
は
、

一
九
五
三
年
に
都
市
移
住
者
家
族
を
対
象
に
、
移
住
先
の
都
市
社
会
に
お
い
て
、
彼
ら
に
は

家
族
解
体
を
経
験
す
る
者
、
が
少
な
い
こ
と
、
家
族
成
員
聞
及
び
親
族
成
員
聞
に
強
い
結
合
が
み
ら
れ
る
こ
と
、

人
・
知
人
と
の
結
合
が
保
持
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

そ
し
て
さ
ら
に
同
郷
の
友

こ
の
結
果
は
、

L
・
ワ

l
ス
の
言
う
都
市
化
に
伴
う
第
一
次
的
関
係

の
衰
退
な
い
し
解
体
説
に
異
議
を
唱
え
る
も
の
で
あ
り
、

い
わ
ゆ
る
ア
l
パ
ニ
ズ
論
批
判
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

一
九
六

O
年
に

T
・パ

l
ソ
ン
ズ
批
判
の
急
先
峰
と
し
て
「
地
域
移
動
と
拡
大
家
族
の
凝
集
」
と
い
う
論
文
に

(
3
)
 

お
い
て
、
産
業
社
会
の
要
件
で
あ
る
地
域
移
動
に
よ
っ
て
も
家
族
間
結
合
、
親
族
間
結
合
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

E
・
リ
ト
ウ
ォ
ク
は
、

こ
れ

は
、
地
域
移
動
一
般
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、

J
-
s
・
ブ
ラ
ウ
ン
、

H
-
K
・
シ
ュ
ワ

l
ト
ウ
エ
ラ
ー
ら
の
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
大
学
グ

ル
ー
プ
の
研
究
は
、

同
じ
く
六

0
年
代
初
期
に
地
域
移
動
を
都
市
移
住
行
動
と
し
て
特
定
化
し
、
そ
う
し
た
移
動
タ
イ
プ
に
お
け
る
家
族



成
員
及
び
親
族
成
員
を
中
心
と
し
た
第
一
次
的
関
係
と
都
市
適
応
と
の
関
連
を
取
り
上
げ
た
。
北
部
産
業
都
市
へ
の
ア
パ
ラ
チ
ア
山
村
出

身
者
の
移
住
に
伴
う
都
市
適
応
が
、
家
族
・
親
族
結
合
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
る
こ
と
を
移
住
者
の
就
業
構
造
へ
の
参
入
過
程
に
注
目
し
て

明
ら
か
に
し
た
。
リ
ト
ウ
ォ
ク
や
ブ
ラ
ウ
ン
ら
の
主
張
は
、
パ

i
ソ
ン
ズ
の
い
わ
ゆ
る
核
家
族
孤
立
化
論
批
判
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

以
上
に
例
示
し
た
圏
内
移
住
者
の
都
市
適
応
を
め
ぐ
る
問
題
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
第
一
次
的
関
係
と
都
市
適
応
と
の
関
連
で
あ

る
。
第
一
次
的
関
係
の
う
ち
で
も
、
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
は
、
他
出
家
族
成
員
を
含
む
親
族
関
係
(
以
下
で
親
族
関
係
と
の
み
称

す
る
時
は
他
出
家
族
成
員
を
含
む
)

で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
都
市
移
住
者
の
都
市
適
応
を
促
進
す
る
の
か
否
か
。
促
進
す
る
と
す
れ
ば
、
そ

れ
は
ど
の
よ
う
な
点
に
お
い
て
で
あ
る
の
か
が
問
わ
れ
た
。
従
来
、

こ
の
よ
う
な
都
市
適
応
の
内
容
と
し
て
主
に
、
次
の
諸
点
が
取
り
上

げ
ら
れ
て
き
て
い
る
。
要
約
的
に
い
え
ば
、
①
就
業
の
紹
介
・
世
話
、
②
住
宅
の
紹
介
・
世
話
。
こ
れ
ら
は
移
住
者
の
基
礎
的
な
生
活
領

域
に
お
け
る
適
応
の
問
題
に
か
か
わ
る
。
③
移
住
に
対
す
る
不
安
・
葛
藤
・
満
足
・
ア
ス
ピ
レ

l
シ
ョ
ン
そ
し
て
評
価
。
こ
れ
は
、
①
と
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②
が
都
市
適
応
の
客
観
的
側
面
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
都
市
適
応
の
主
観
的
側
面
で
あ
る
。

こ
う
し
た
都
市
適
応
の
諸
相
に
、
移
住
先
及
び
出
身
地
に
お
け
る
親
族
成
員
が
ど
の
よ
う
に
介
在
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
先
に
示
し
た

例
に
み
ら
れ
る
ご
と
く
、
主
と
し
て
移
住
先
の
家
族
・
親
族
結
合
に
着
目
し
、
彼
ら
の
果
た
す
都
市
適
応
の
促
進
機
能
を
主
張
す
る
見
解

が
少
な
く
な
い
。
し
か
し
他
方
で
、
家
族
・
親
族
結
合
が
強
い
た
め
に
、
家
族
・
親
族
成
員
が
移
住
先
の
一
地
区
に
集
住
す
る
こ
と
に
な

り
、
結
果
的
に
は
都
市
社
会
全
体
に
対
す
る
彼
ら
の
社
会
参
加
は
乏
し
い
こ
と
に
つ
な
が
り
、
適
応
の
阻
害
的
機
能
が
家
族
・
親
族
結
合

に
見
出
さ
れ
る
と
い
う
慎
重
な
見
解
が
あ
る
。
さ
ら
に
移
住
者
の
出
身
地
へ
の
頻
繁
な
帰
郷
に
み
ら
れ
る
ご
と
く
、
彼
ら
と
出
身
地
に
お

け
る
家
族
・
親
族
と
の
結
合
の
強
さ
に
着
目
し
て
、
出
身
地
へ
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
が
移
住
後
消
え
る
ど
こ
ろ
か
強
化
さ
れ
、
そ
の
こ
と
が

移
住
者
の
都
市
社
会
へ
の
適
応
を
抑
制
す
る
と
い
う
主
張
も
あ
る
1
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親
族
関
係
と
都
市
適
応
過
程

こ
の
よ
う
に
、
標
題
に
か
か
わ
る
従
来
の
研
究
で
は
、
家
族
・
親
族
結
合
に
よ
る
都
市
適
応
機
能
を
め
ぐ
り
、
見
解
が
分
か
れ
て
い
る

ょ
う
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
右
の
所
説
の
妥
当
性
を
掘
り
下
げ
る
た
め
に
、
以
下
の
諸
点
を
考
察
し
た
い
。
す
な
わ
ち
第
一
に
、

親
族
関
係
と
い
い
な
が
ら
、

い
か
な
る
親
族
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
親
族
が
都
市
適
応
に
か
か
わ
る
の
か
。
従
来
の
考
察
で
は
意
外
な
程
不
明
確

で
あ
る
か
ら
、
移
住
者
の
日
頃
の
親
族
交
際
に
あ
る
親
族
を
ま
ず
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

こ
の
た
め
に
は
、
移
住
先
の
都
市
社
会
と
出
身

地
の
双
方
に
お
け
る
親
族
を
取
り
上
げ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

第
二
に
、
そ
う
し
た
親
族
が
都
市
適
応
の
諸
相
に
、
実
際
ど
の
よ
う
に
介
在
し
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

第
三
に
、
都
市
適
応
は
そ
も
そ
も
プ
ロ
セ
ス
で
あ
り
相
対
的
で
あ
る
か
ら
、
移
住
直
後
と
調
査
時
と
い
う
移
住
後
の
時
間
的
経
過
を
踏

ま
え
た
二
時
点
聞
の
比
較
を
し
つ
つ
、
適
応
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

第
四
に
、
以
上
の
諸
点
の
解
明
に
依
拠
し
て
、
す
で
に
指
摘
し
た
都
市
適
応
過
程
に
お
け
る
親
族
関
係
(
家
族
・
親
族
結
合
)
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の
果
た

す
促
進
機
能
と
抑
制
的
な
い
し
阻
害
的
機
能
を
み
き
わ
め
る
こ
と
。
そ
し
て
最
後
に
、
都
市
移
住
者
に
と
っ
て
都
市
適
応
過
程
は
果
た
し

て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
る
の
か
を
聞
い
直
す
こ
と
で
あ
る
。

わ
が
国
に
お
け
る
都
市
化
研
究
と
い
え
ば
、
従
来
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
マ
グ
ロ
的
側
面
に
力
点
を
お
い
た
考
察
が
多
く
な
さ
れ
て
き

た
か
ら
、
本
稿
は
高
度
経
済
成
長
期
に
お
け
る
都
市
化
の
ミ
ク
ロ
的
側
面
を
補
充
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
な
お
こ

の
小
稿
は
、
先
に
報
告
し
た
「
親
族
関
係
と
都
市
移
動
の
意
志
決
定
」
に
続
く
も
の
で
あ
る
か
ら
、
関
連
す
る
内
容
に
関
し
て
は
、
重
複

を
極
力
回
避
し
つ
つ
も
、
必
要
最
小
限
の
言
及
が
あ
る
こ
と
を
予
め
断
っ
て
お
き
た
い
。



都
市
移
住
者
と
移
住
パ
タ
ー
ン

本
節
で
は
、
対
象
者
で
あ
る
移
住
者
の
川
主
な
基
本
的
属
性
と
、
凶
移
住
パ
タ
ー
ン
と
に
言
及
す
る
。

基
本
的
属
性

考
察
の
対
象
者
は
、
北
海
道
の
一
山
村
(
余
市
郡
赤
井
川
村
)
か
ら
、
当
該
地
域
に
い
ず
れ
も
隣
接
す
る
三
つ
の
都
市
的
地
域
(
余
市

町
|
五
七
名
、
小
樽
市
l
六
O
名
、
札
幌
市
|
八
八
名
)
へ
の
移
佳
者
二
O
五
名
で
あ
泊
。
調
査
時
点
(
昭
和
五
八
年
二
一
月
J
同
六
一

に
お
け
る
彼
ら
の
年
齢
層
は
、
二
一
歳
J
八
五
歳
と
か
な
り
の
幅
が
あ
る
が
、
四
O
歳
台
|
二
六
%
、
五
O
歳
台
|
三
O
M
、

年
九
月
)

六
O
歳
台
一
一
一
%
と
な
り
、

中
高
年
齢
層
、
が
全
体
の
七
七
%
を
占
め
て
い
る
。

性
別
で
は
男
性
が
六
二
万
(
一
二
八
名
)
、

女
性
が
三

-123ー

八
%
(
七
七
名
)
で
あ
っ
た
。
学
歴
は
尋
常
小
学
校
及
び
尋
常
高
等
小
学
校
(
三
五
%
)
と
新
制
中
学
(
三
八
克
)
が
も
っ
と
も
多
い
。

職
業
に
関
し
て
は
、
調
査
時
現
在
の
有
職
者
は
六
六
%
で
あ
る
。
こ
の
有
職
者
に
つ
い
て
、
彼
ら
の
主
な
職
種
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
く
と
、

自
営
業
が
も
っ
と
も
多
く
、
こ
れ
に
運
輸
業
、
通
信
業
、
製
造
業
、
公
務
、
サ
ー
ビ
ス
業
、
建
設
業
に
従
事
す
る
者
が
続
く
。
家
族
形
態

で
は
、
夫
婦
家
族
が
七
一
万
と
圧
倒
的
に
多
い
が
、
三
世
代
家
族
も
二
五
%
み
ら
れ
る
。
家
族
の
発
達
段
階
は
、
対
象
者
の
年
齢
に
対
応

し
て
、
末
子
成
年
?
全
子
婚
出
の
段
階
が
三
O
%
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
段
階
に
続
く
、
夫
が
六
五
歳
ま
で
と
、
さ
ら
に
夫
が
六
五
歳
以

上
の
各
段
階
を
含
め
る
と
、
こ
れ
ら
三
つ
の
発
達
段
階
は
全
体
の
五
二
%
と
な
る
。

つω移
住
パ
タ
ー
ン
は
@
移
住
経
路
、
⑬
移
住
者
の
主
な
属
性
、
の
移
住
単
位
、
そ
し
て
@
年
次
別
の
四
つ
の
側
面
に
お
い
て
把
握
し
た
。

移
住
。
ハ
担

l
γ

北
大
文
学
部
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親
族
関
係
と
都
市
適
応
過
程

そ
れ
ぞ
れ
の
側
面
に
関
す
る
移
住
パ
タ
ー
ン
を
以
下
に
要
約
し
て
お
こ
う
。

@ 

移
住
経
路
よ
り
み
た
移
住
パ
タ
ー
ン

移
住
者
が
離
村
と
同
時
に
、
当
該
都
市
地
域
に
移
住
し
た
ば
あ
い
を
「
直
接
型
」
と
し
、
他
の
い
ず
れ
か
の
地
域
を
経
た
ば
あ
い
を

「
経
由
型
」
と
す
る
と
、
前
者
は
五
八
%
(
二
五
名
)
、
後
者
は
四
二
%
(
九
O
名
)
で
あ
っ
(
問
。
「
直
接
型
」
は
厳
密
な
意
味
で
の
都
市

移
住
に
該
当
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
経
由
型
」
は
、
離
村
後
の
最
初
の
移
動
先
が
他
の
農
山
村
地
域
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
か

ら
、
離
村
即
、
都
市
移
住
に
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
こ
で
「
経
由
型
」
に
お
け
る
経
由
地
域
を
確
認
し
て
お
く
と
、
余
市
町
三
六

名
)
、
小
樽
市
合
一
三
名
)
、
札
幌
市
(
一
二
名
)
の
三
市
町
が
六
O
%
を
占
め
た
。
こ
れ
ら
の
地
域
以
外
で
は
、
出
身
地
の
隣
接
町
村
|

八
%
、
他
の
道
内
地
域
i
二
六
%
、
そ
し
て
本
州
及
び
外
国
六
%
で
あ
っ
た
。
余
市
町
、
小
樽
市
、
札
幌
市
以
外
の
経
由
地
域
を
都
市

的
地
域
か
否
か
で
み
る
と
、
出
身
地
の
隣
接
町
村
は
と
も
か
く
、
他
の
道
内
地
域
及
び
本
州
の
ぼ
あ
い
は
、
大
部
分
、
が
行
政
上
の
都
市
で

こ
の
よ
う
に
他
の
都
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あ
っ
た
。
か
く
し
て
、

市
的
地
域
を
経
由
し
て
い
る
者
が
大
変
多
い
こ
と
か
ら
、
対
象
者
を
都
市
移
住
者
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と

も
、
あ
く
ま
で
出
身
地
と
現
住
地
の
み
に
基
準
を
お
き
、
単
純
に
対
象
者
を
都
市
移
住
者
と
規
定
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

「
経
由
型
」
は
、

離
村
後
に
現
在
の
都
市
地
域
に
直
接
移
住
し
て
き
て
い
な
い
に
し
て
も
、

と
も
あ
れ
、

「
直
接
型
」
と
「
経
由
型
」
と
に
区
別
す
る
こ
と
は
ミ

他
地
域
に
お
け
る
生
活
経
験
の
有
無
が
、
都
市
適
応
の
あ
り
方
に

影
響
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
区
別
は
必
要
で
あ
る
。

@ 

移
住
者
の
主
な
属
性
よ
り
み
た
移
住
パ
タ
ー
ン

こ
こ
で
の
属
性
は
、
先
の
@
で
指
摘
し
た
都
市
移
住
者
の
概
念
化
に
も
と
づ
き
、
離
村
時
点
の
諸
属
性
を
都
市
移
住
時
点
の
諸
属
性
と

し
て
近
似
値
的
に
読
み
か
え
て
言
及
し
て
い
る
こ
と
を
予
め
断
っ
て
お
き
た
い
。
こ
う
し
た
手
続
き
に
よ
る
と
、
離
村
年
齢
を
も
っ
て
都



市
移
住
年
齢
と
近
似
値
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
年
齢
に
つ
い
て
い
え
ば
、
義
務
教
育
修
了
後
の
一
五
歳
J
一

九
歳
が
も
っ
と
も
多
く
、
こ
の
年
齢
層
が
三
一
広
、

つ
い
で
二

0
1
二
四
歳
、
が
二
六
%
と
な
り
、

い
わ
ゆ
る
「
若
年
齢
層
型
」

の
移
住
パ

タ
ー
ン
が
支
配
的
で
あ
る
。
婚
姻
上
の
地
位
関
係
で
い
え
ば
、
未
婚
者
が
七
四
%
、
既
婚
者
は
二
六
%
で
あ
っ
た
。
後
者
に
は
、
後
述
す

る
移
住
単
位
に
か
か
わ
る
「
挙
家
型
」
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
就
業
上
の
地
位
で
は
、
有
職
者
が
六

O
Z、
未
就
業
者
が
四

O
Mで
あ

っ
た
。
前
者
の
う
ち
六
凹
%
が
農
業
従
事
者
で
あ
っ
た
か
ら
、
有
職
者
の
う
ち
で
は
転
勤
よ
り
離
農
に
よ
る
「
転
職
型
」

の
移
住
パ
タ
l

ン
が
多
い
。

出
身
家
族
に
お
け
る
移
住
者
の
地
位
関
係
を
み
る
と
、
当
該
世
帯
で
の
継
承
的
地
位
に
位
置
し
な
い
い
わ
ゆ
る
二
・
コ
亘
刀
、
女
子
と
い

っ
た
非
継
承
者
(
な
い
し
継
承
非
予
定
者
)

の
移
住
パ
タ
ー
ン
が
六

O
Mあ
っ
た
。

し
か
し
世
帯
主
及
び
長
男
も
少
な
く
は
な
く
、
継
承

る
と
、
上
層
|
一

O
M、
中
層
五
七
%
、
下
層
l
三
三
劣
と
い
う
出
身
階
層
別
移
住
パ
タ
ー
ン
が
え
ら
れ
た
。

形
態
が
農
林
業
で
あ
っ
た
と
す
る
者
は
六
六
%
存
し
て
い
た
か
ら
、
彼
ら
に
つ
い
て
の
み
経
営
規
模
を
確
認
し
、

た
だ
出
身
家
族
の
生
業
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者
な
い
し
継
承
予
定
者
が
三
三
克
み
ら
れ
た
。
な
お
、
出
身
家
族
の
階
層
に
つ
い
て
、
対
象
者
自
身
の
主
観
的
な
階
層
評
価
か
ら
把
握
す

こ
れ
に
よ
っ
て
出
身
家

族
の
階
層
別
移
住
パ
タ
ー
ン
を
捉
え
直
す
と
、

五
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
層
は
五
六
克
、
三
!
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満
層
、
が
二
四

M
、
そ
し
て
三

ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満
は
二

O
Mと
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
経
営
規
模
か
ら
み
た
ば
あ
い
、

主
観
的
な
階
層
評
価
の
ば
あ
い
よ
り
も
は
る
か
に

全
階
層
か
ら
の
移
住
が
見
出
さ
れ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

@ 

移
住
単
位
よ
り
み
た
移
住
パ
タ
ー
ン

家
族
な
い
し
世
帯
を
単
位
と
し
た
ば
あ
い
の
移
住
を
「
挙
家
型
」
と
し
、
他
を
「
非
挙
家
型
」
と
す
る
と
、
前
者
が
三
四
万
(
六
九
名
)
、

後
者
は
六
六
%
(
一
三
六
名
)
で
あ
っ
た
。

「
非
挙
家
型
」

の
ば
あ
い
で
は
、

文
字
通
り
一
人
の
み
の
「
単
独
型
」
が
九
六
%
(
一
二
八
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親
族
関
係
と
都
市
適
応
過
程

名
)
と
圧
倒
的
で
あ
り
、
家
族
成
員
の
他
の
誰
か
と
一
緒
と
い
う
「
複
数
型
」
は
わ
ず
か
六
名
に
す
ぎ
な
か
っ
た
(
但
し

D
K
・
N
A
は

除
く
か
ら
、
実
数
の
合
計
に
ズ
レ
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
る
。
以
下
同
様
)
。
な
お
「
挙
家
型
」
と
「
非
挙
家
型
」
と
を
@
の
移
住
経
路
、

「
挙
家
型
」
は
男
性
で
離
村
(
移
住
)
時
に
有
職
者
で
、

⑮
の
移
住
者
の
主
な
属
性
に
そ
れ
ぞ
れ
関
係
づ
け
て
比
較
す
る
と
、

移
住
経
路

と
し
て
は
「
直
接
型
」
、

そ
し
て
出
身
家
族
の
生
業
形
態
で
は
非
農
家
で
、

と
い
う
傾
向
が
み
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
非
挙
家
型
」
は
、
女
性
で
離
村
(
移
住
)
時
に
未
就
業
者
で
、
移
住
経
路
と
し
て
は
「
経

そ
し
て
出
身
家
族
の
生
業
形
態
で
は
専
業
農
家
で
、
出
身
階
層
と
し
て
は
中
層
及
び
上
層
に
多
い
と
い
う
傾
向
が
み
ら
れ
た
。

出
身
階
層
と
し
て
は
下
層
に
そ
れ
ぞ
れ
該
当
す
る
者
が
多
い

由
型
」
、

@ 

年
次
別
よ
り
み
た
移
住
パ
タ
ー
ン

年
次
別
移
住
パ
タ
ー
ン
を
対
象
者
の
離
村
(
移
住
)
年
次
に
お
い
て
み
る
と
、
も
っ
と
も
古
い
者
は
大
正
二
(
一
九
二
三
)
年
、
も
っ

と
も
新
し
い
者
は
昭
和
五
六
(
一
九
八
一
)
年
で
あ
る
。
大
正
期
は
わ
ず
か
一
名
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
昭
和
戦
前
期
以
前
に
含
め
る

-126ー

と
、
こ
の
期
は
三
二
名
三
六
%
)
で
あ
り
、
昭
和
戦
後
期
が
一
七
二
名
(
八
四
%
)
と
な
る
。
戦
後
期
で
は
、
昭
和
三

0
年
代
及
び
四

0
年
代
の
い
わ
ゆ
る
高
度
経
済
成
長
期
が
一
三
一
名
(
六
五
%
)
を
占
め
て
い
る
。
そ
こ
で
年
次
別
の
移
住
パ
タ
l

y
に
つ
い
て
は
、
昭

和
戦
前
期
以
前
と
昭
和
戦
後
期
と
の
比
較
、
そ
し
て
昭
和
戦
後
期
で
は
高
度
経
済
成
長
期
に
と
く
に
注
目
し
て
、
移
住
経
路
、
移
住
者
の

主
な
属
性
、
移
住
単
位
に
そ
れ
ぞ
れ
関
係
づ
け
な
が
ら
主
な
移
住
パ
タ
ー
ン
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
都
合
十
六
項
目
と
離
村
(
移
住
)

年
次
と
の
ク
戸
ス
集
計
で
は
、
六
項
目
に
お
い
て
有
意
な
結
果
が
え
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
ま
ず
昭
和
戦
前
期
以
前
の
移
住
者
で

は
、
未
婚
の
未
就
業
者
で
あ
り
、
親
の
職
業
が
非
農
業
の
「
挙
家
型
」
で
あ
る
者
、
が
多
く
み
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
昭
和
戦
後
期
、

と
く
に
昭
和
三

0
年
代
及
び
四

0
年
代
の
高
度
経
済
成
長
期
の
移
住
者
で
は
、
既
婚
の
有
職
者
で
、
親
の
職
業
が
兼
業
農
家
と
専
業
農
家

の
「
挙
家
型
」
で
あ
り
、
移
住
先
に
親
族
が
い
た
と
す
る
者
が
多
く
み
ら
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
年
次
別
の
移
住
パ
タ
ー
ン
は
、
両



時
期
と
も
札
幌
市
へ
の
移
住
者
に
お
い
て
顕
著
で
あ
っ
た
。

都
市
移
住
者
の
親
族
分
布
と
親
族
交
際

都
市
社
会
へ
の
適
応
を
親
族
関
係
と
の
関
連
に
お
い
て
捉
え
よ
う
と
す
る
時
、
当
該
移
住
者
の
移
住
先
及
び
出
身
地
に
お
け
る
親
族
分

布
と
そ
れ
ら
親
族
と
の
交
際
の
概
要
を
把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
冒
頭
で
指
摘
し
た
ご
と
く
、
本
節
は
本
稿
の
第
一
の
課
題
に
か
か

わ
る
。(1) 

親
族
分
布

こ
こ
で
は
親
族
を
操
作
的
に
日
頃
交
際
の
あ
る
親
族
と
し
て
捉
え
て
お
く
。
ま
ず
調
査
時
に
、
移
住
者
が
移
住
し
た
都
市
的
地
域
に
お

い
て
日
頃
交
際
を
す
る
親
族
の
有
無
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
。
そ
う
じ
た
親
族
が
い
る
と
回
答
し
た
者
は
九
二
%
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
交

際
親
族
が
赤
井
川
村
出
者
か
否
か
で
確
認
す
る
と
、
七

O
W
A
の
者
が
赤
井
川
村
出
身
の
交
際
親
族
を
も
ち
、
六

O
Zが
赤
井
川
村
出
身
以

外
の
交
際
親
族
を
も
っ
て
い
た
。
前
者
の
交
際
親
族
数
は
平
均
二
・
四
名
で
あ
り
、
後
者
の
そ
れ
は
平
均
了
六
名
で
あ
っ
た
。
ち
な
み

に
、
離
村
(
移
住
)
当
時
、
調
査
時
現
在
居
住
す
る
当
該
都
市
地
域
に
交
際
の
あ
る
親
族
が
い
た
か
ど
う
か
を
み
る
と
、
七
一
万
が
「
い

た
」
と
し
、
平
均
交
際
親
族
数
は
二
・
二
名
で
あ
っ
た
。
調
査
時
点
と
離
村
(
移
住
)
時
点
と
を
単
純
に
比
較
す
る
と
、
日
頃
の
交
際
親

族
数
は
、
離
村
(
移
住
〉
後
調
査
時
ま
で
の
聞
に
約
倍
増
し
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
調
査
時
に
お
い
て
、
出
身
地
の
赤
井
川
村
に
日
頃
交

際

の

あ

る

親

族

が

い

る

か

否

か

を

あ

わ

せ

て

尋

ね

た

結

果

、

そ

し

て

そ

の

平

均

交

際

親

族

数

は

二

・

六

八
名
で
あ
っ
た
。

七
八
%
が
「
い
る
」
と
答
え
た
。
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係
と
都
市
適
応
過
程

と
こ
ろ
で
、
右
に
み
た
出
身
地
別
の
交
際
親
族
の
有
無

を
親
族
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
確
か
め
た
の
が
表
ー
で
あ

る
。
表
は
、
対
象
者
の
う
ち
何
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
の
親
族
を
有
し
て
い
る
か
を
た
ん
に
示
す
に
す
ぎ
な

ぃ
。
し
か
し
離
村
(
移
住
)
時
と
調
査
時
の
二
時
点
の
比

較
を
し
て
い
る
か
ら
、
移
住
地
に
お
い
て
、

い
か
な
る
カ

テ
ゴ
リ
l
の
親
族
を
有
す
る
者
が
増
減
し
た
か
を
う
か
が

い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
移
住
者
の
有
す
る
出
身
地

別
親
族
と
、
同
じ
く
出
身
地
に
お
け
る
交
際
親
族
の
存
在

状
況
を
も
カ
テ
ゴ
リ
ー
別
に
一
応
把
握
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
表
か
ら
、

い
く
つ
か
の
興
味
深
い
点
が
読
み
と
れ
る

か
ら
指
摘
し
て
お
こ
う
。

ま
ず
第
一
に
、
移
住
後
の
調
査
時
に
お
い
て
、
赤
井
川

村
出
身
の
き
ょ
う
だ
い
を
交
際
親
族
と
す
る
者
が
増
加
し

こ
れ
は
、
先
に
移
住
し
た
者
が
出
身
地
に

残
留
し
て
い
た
き
ょ
う
だ
い
を
呼
び
寄
せ
る
引
き
金
に
な

て
い
る
こ
と
。

っ
た
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
。
第
二
に
、
移
住
後
に
赤
井
川

時点別地域別親族分布

¥こ¥¥¥ 
本人の 配の 合

父l他た|きだ!被lオオlオメlイlその {肉親出子よい父 トの視
者族 計

母し供う 母ジパイイコ他族

離村(移住)時 7 61 71 61 62 11 23 12 12 200 

移 住 先 3.5 3.0 35.5 3.0 31.0 0.5 11.5 6.0 6.0 (100.0) 

移
18 103 31 13 23 3 16 217 

調
赤井川村出身 4.6 

8.3 47.5 14.3 6.0 10.6 1.4 7.4 (100.1) 

住
31 32 17 16 14 15 8 72 177 

先
赤井川村以外

1.7 18.1 9.6 9.0 7.9 4.5 40.7 (100.0) 8.5 

査
58 101 11 60 10 32 17 25 304 

赤井川村在住
19.1 33.2 0.3 19.7 8.2 (99.9) 3.3 10.5 5.6 

時 71 50 221 11 107 37 70 28 113 698 
メ山込 音ト

10.2 7.2 31.7 0.1 15.3 5.3 10.0 4.0 16.2 (100.0) 

表1

合計欄，百分比は丸目の誤差のため 100.0とならないことがある。以下

の表も同様である。向一対象者が日頃の安際親族として複数の親族を

あげることがある。
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(注)



村
出
身
以
外
の
配
偶
者
の
親
族
を
有
す
る
者
が
大
変
増
加
し
て
い
る
こ
と
。

こ
の
点
は
、
対
象
者
の
七
四
%
が
離
村
(
移
住
)
時
に
未
婚

で
あ
り
、
移
住
後
に
結
婚
し
た
者
が
多
い
こ
と
か
ら
、
生
殖
家
族
の
形
成
に
伴
う
親
族
関
係
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
を
意
味
し
て
い
る
。

第
三
に
、
移
住
後
に
、
当
該
都
市
社
会
に
他
出
し
た
子
供
が
い
る
と
す
る
者
が
大
変
増
加
し
て
い
る
こ
と
。
こ
れ
は
、
第
二
の
結
果
、
必

然
的
に
も
た
ら
さ
れ
る
現
象
と
み
な
さ
れ
る
。
第
四
に
、
移
住
後
に
、
オ
ジ
・
オ
バ
を
交
際
親
族
と
し
て
あ
げ
た
者
が
減
少
す
る
の
に
対

し
て
、

オ
イ
・
メ
イ
を
交
際
親
族
と
す
る
者
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
。
移
住
後
の
時
間
的
経
過
に
伴
う
親
族
交
際
の
世
代
交
替
が
う
か
が

わ
れ
る
。

こ
れ
は
、
次
項
で
み
る
よ
う
に
、
移
住
者
の
有
す
る
親
族
が
、
移
住
者
に
と
っ
て
頼
る
存
在
か
ら
頼
り
に
し
て
く
る
存
在
へ
と

い
う
変
化
の
側
面
に
か
か
わ
る
。
第
五
に
、
出
身
地
の
赤
井
川
村
に
父
母
、
き
ょ
う
だ
い
、

オ
ジ
・
オ
バ
、

イ
ト
コ
を
有
す
る
者
が
少
な

く
な
い
こ
と
。
こ
の
点
は
、
改
め
て
後
述
す
る
ご
と
く
、
出
身
地
に
お
け
る
親
族
と
の
交
際
を
示
す
の
み
な
ら
ず
、
郷
里
へ
の
帰
郷
の
媒

介
者
と
し
て
の
親
族
存
在
を
う
か
が
わ
せ
る
。
と
く
に
出
身
地
に
お
け
る
父
母
の
存
在
は
、
移
住
パ
タ
ー
ン
に
お
い
て
言
及
し
た
ご
と
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く
、
世
帯
主
及
び
長
男
と
い
っ
た
継
承
(
予
定
)
者
が
三
三
万
い
た
こ
と
か
ら
、
移
住
し
た
都
市
の
既
婚
子
に
対
し
て
山
村
の
老
親
扶
養

の
問
題
を
投
げ
か
け
て
い
る
。

(2) 

親
族
交
際

移
住
者
の
日
頃
の
親
族
交
際
は
、
前
項
で
ふ
れ
た
親
族
の
分
布
状
況
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
経
済
的
に
頼
り
に
す
る
親
族
、
仕
事
上
頼
り
に

す
る
親
族
、
他
の
人
生
上
の
問
題
に
お
い
て
頼
り
に
す
る
親
族
、

そ
し
て
逆
に
頼
っ
て
く
る
親
族
、

そ
れ
ぞ
れ
の
有
無
に
つ
い
て
み
て
み

ょ
う
。
親
族
交
際
を
こ
の
よ
う
に
操
作
的
に
限
定
す
る
こ
と
は
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
移
住
者
の
都
市
適
応
過
程
を
考
察
す
る

う
え
で
、
こ
の
よ
う
な
交
際
に
お
け
る
頼
る
・
頼
ら
れ
る
関
係
の
解
明
は
重
要
な
内
容
を
な
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
の
た
め

に
、
頼
り
に
す
る
親
族
、
が
い
な
い
と
回
答
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
近
隣
に
お
い
て
頼
り
に
す
る
人
物
の
有
無
、
友
人
に
お
い
て
頼
り
に
す

北
大
文
学
部
紀
要



親
族
関
係
と
都
市
適
応
過
程

る
人
物
の
有
無
に
つ
い
て
さ
ら
に
設
聞
を
し
、

と
に
し
た
。

い
た
ば
あ
い
、
そ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
る
の
か
を
あ
わ
せ
て
尋
ね
る
ζ

と
こ
ろ
で
、
各
項
目
の
親
族
交
際
の
有
無
に
言
及
す
る
前
に
、
調
査
時
点
に
お
い
て
、
過
去
六
か
月
聞
に
出
身
地
の
赤
井
川
村
か
ら
の

訪
問
者
が
あ
っ
た
か
否
か
を
示
し
、
そ
う
し
た
訪
問
者
の
う
ち
親
族
は
ど
の
よ
う
な
割
合
で
あ
る
の
か
を
確
認
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
対
象
者
の
六
一
%
が
、
半
年
以
内
に
赤
井
川
村
か
ら
の
訪
問
者
が
あ
っ
た
と
回
答
し
て
い
る
。
訪
問
を
受
け
た
者

そ
の
訪
問
者
を
み
る
と
、
親
族
が
八
八
克
、
友
人
が
一

O
Z、
知
人
は
二
%
と
な
り
、
圧
倒
的
に
親
族
、
が
多
か
っ
た
。
ま
た

過
去
六
か
月
間
に
、
逆
に
移
住
者
が
出
身
地
を
訪
問
し
た
か
否
か
を
あ
わ
せ
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、
七
一
%
が
帰
郷
を
し
て
お
り
、
出
身
地

か
ら
の
訪
問
者
を
迎
え
る
よ
り
訪
問
す
る
方
が
や
や
高
い
割
合
を
示
し
て
い
る
。

に
つ
い
て
、

そ
れ
で
は
、
表
2
を
手
が
か
り
に
し
て
、
移
住
者
に
お
け
る
頼
る
・
頼
ら
れ
る
親
族
関
係
を
み
よ
う
。
表
は
、
頼
る
・
頼
ら
れ
る
関
係
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に
あ
る
主
な
親
族
を
地
域
別
・
カ
テ
ゴ
リ
ー
別
に
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
交
際
の
内
容
毎
で
は
な
く
て
、
単
純
に
当
該
移
住
者
に
よ
っ

て
頼
る
親
族
が
い
る
か
否
か
で
ま
ず
み
る
と
、

「
い
る
」
と
答
え
た
者
は
対
象
者
全
体
の
六

O
M
で
あ
り
、

逆
に
頼
っ
て
く
る
親
族
、
が
あ

る
と
し
た
者
は
五
三
%
で
あ
づ
た
。
前
者
で
は
、
主
な
親
族
と
し
て
一
一
二
三
名
が
、
そ
し
て
後
者
で
は
一

O
四
名
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
げ
ら
れ

た
。
頼
り
に
す
る
親
族
を
地
域
別
に
み
る
と
、
赤
井
川
村
の
親
族
が
三
三
%
、
対
象
者
が
居
住
す
る
都
市
社
会
の
親
族
が
五
三
%
、
そ
の

他
の
地
域
の
親
族
、
が
一
三
広
で
あ
っ
た
。
親
族
カ
テ
ゴ
リ
ー
か
ら
す
る
と
、
表
に
明
ら
か
な
ご
と
く
、
総
じ
て
父
母
や
年
長
の
き
ょ
う
だ

い
が
大
変
多
い
。
こ
の
よ
う
な
親
族
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
経
済
的
、
仕
事
上
、
そ
の
他
の
人
生
上
の
問
題
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
側
面
か
ら
み

て
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
っ
た
。
し
か
し
移
住
先
都
市
内
の
親
族
の
ば
あ
い
、
他
出
し
た
子
供
と
年
少
の
き
ょ
う
だ
い
、
が
、
年
長
の
き
ょ
う
だ

い
の
数
に
及
ば
な
い
ま
で
も
父
母
よ
り
も
多
く
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
出
身
地
や
他
の
地
域
に
比
べ
て
、
当
該
居
住
都
市
内
と
い
う
距
離
の



トヤ寸;lfiflit17;
地域別頼る・ J僚られる親族関係

の

J
a
k
-
-

コ

A、
口の

親

族

配

偶

者
の
親
族

そ
の
他

表2

北
大
文
学
部
紀
要 41 (13.9) 

16 ( 7.2) 

27 (12.1) 

15 ( 6.7) 

4 ( 1.8) 

11 ( 4.9) 

21 
一寸

223 (100.0) 

(100.1) 

30 (13.4) 

74 (33.2) 

37 (16.6) 

31 (13.9) 

51 (22.9) 

2 

1 

2 

1 

1 1 

13 

13 

6 

経済的

仕事上

人生上

一司
経済的

仕事上

人生上

移

の

地

域

住

先

他

頼

す

る

親

族

tこ

り

24 (23.1) 

61 (58.7) 

19 (18.3) 

赤井川村

{也の地域

言「

先住移

頼

っ

て

く

る

親

族
メ』
口

近
さ
が
、

こ
う
し

表中「人生上」とあるのは「経済的Jr仕事上」以外の内容をさす。

た
結
果
に
つ
な
が

っ
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
頼

り
に
し
て
く
る
親

族
に
つ
い
て
み
る

と

こ
う
し
た
親

族
は
頼
り
に
す
る
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親
族
に
比
べ
て
数

は
半
減
-
す
る
。
量

的
な
減
少
は
さ
る

こ
と
な
が
ら
、

地

域
別
よ
り
も
親
族

カ
テ
ゴ
リ
ー
別
に

み
た
ば
あ
い
に
お

(注)

い
て
、
頼
り
に
し



親
族
関
係
と
都
市
適
応
過
程

て
く
る
親
族
の
特
徴
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
頼
り
に
す
る
親
族
で
は
、
移
住
者
に
と
っ
て
年
長
の
親
族
が
多
く
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
に

対
し
て
、
頼
り
に
し
て
く
る
親
族
で
は
、
年
少
の
き
ょ
う
だ
い
、
他
出
し
た
子
供
が
多
く
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
頼
る
・
頼
ら

れ
る
関
係
は
、

こ
の
よ
う
な
親
族
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
反
映
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

な
お
地
域
別
で
は
、
赤
井
川
村
の
親
族
が
、
頼
り

に
す
る
親
族
と
し
て
全
体
の
中
で
=
一
三
%
あ
げ
ら
れ
て
い
た
の
に
比
べ
る
と
、
頼
り
に
し
て
く
る
親
族
と
し
て
は
二
三
%
と
な
り
、

そ
の

占
め
る
比
率
に
若
干
の
聞
き
が
あ
る
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

以
上
に
み
た
頼
る
・
頼
り
に
さ
れ
る
親
族
関
係
を
さ
ら
に
掘
り
下
げ
る
た
め
に
、
頼
り
に
す
る
親
族
が
い
な
い
ば
あ
い
、
先
に
指
摘
し

た
ご
と
く
、
近
隣
に
お
い
て
、
そ
し
て
ま
た
友
人
に
お
い
て
頼
り
に
す
る
人
物
が
い
る
の
か
否
か
、

い
る
と
す
れ
ば
そ
れ
は
誰
か
に
つ
い

て
ふ
る
こ
と
に
し
よ
う
。
こ
の
課
題
に
接
近
す
る
た
め
に
、
頼
る
親
族
の
有
無
と
頼
り
に
し
て
く
る
親
族
の
有
無
と
を
組
み
合
わ
せ
て
、

四
つ
の
タ
イ
プ
を
設
定
し
、

こ
れ
ら
の
タ
イ
プ
と
の
関
連
に
お
い
て
頼
り
に
す
る
近
隣
、
友
人
の
存
在
状
況
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
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い
。
ち
な
み
に
、

「
頼
る
親
族
有
・
頼
り
に
し
て
く
る
親
族
有
」
|
七
六
名
(
三
七
%
)
、

る
親
族
有
・
頼
り
に
し
て
く
る
親
族
無
」
|
四
七
名
(
二
三
克
)
、
タ
イ
プ

E

「
頼
る
親
族
無
・
頼
り
に
し
て
く
る
親
族
有
」
l
一一一一一一名(一

六
Z
Y
そ
し
て
タ
イ
プ
即
「
頼
る
親
族
無
・
頼
り
に
し
て
く
る
親
族
無
」
|
四
九
名
(
二
四
%
)
で
あ
活
。

さ
て
表
3
は
、
右
に
述
べ
た
四
つ
の
タ
イ
プ
別
に
移
住
者
、
が
頼
り
に
す
る
近
隣
及
び
友
人
の
存
在
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
近
隣
で
は
四

四
%
、
友
人
に
つ
い
て
は
五
六
%
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
頼
る
人
が
い
る
。
移
住
者
は
近
隣
よ
り
も
友
人
を
頼
り
に
す
る
存
在
と
し
て
位
置

四
つ
の
タ
イ
プ
は
、

タ
イ
プ

I

タ
イ
プ
E

頼

づ
け
て
い
る
。
総
じ
て
移
住
者
は
、
頼
り
に
す
る
親
族
が
い
る
ば
あ
い
、
頼
り
に
す
る
親
族
が
い
な
い
ば
あ
い
に
比
べ
て
、
近
隣
や
友
人

を
頼
り
に
す
る
者
が
多
い
と
い
う
傾
向
が
み
て
と
れ
る
。
近
隣
や
友
人
に
よ
る
親
族
の
代
替
的
な
い
し
補
完
的
関
係
と
い
う
よ
り
は
、
三

の
相
乗
的
、
な
い
し
重
層
的
な
関
係
が
う
か
が
わ
れ
る
。
と
く
に
そ
れ
は
タ
イ
プ

I
と
タ
イ
プ
町
と
の
比
較

者
(
親
族
・
近
隣
・
友
人
)



親族関係タイプ別近隣・友人の存在

ミミ二:
近隣に頼る人が i 友人に頗る人が

合計 メLニ〉I‘ 計

頼
頼 有 45 31 76 51 76 

り ザコ
tこ
て I 59.2 40.8 37.0 67.1 32.9 37.0 

す
くる

親 る 無 17 30 47 26 21 47 

族
親

36.2 
有 族 E 63.8 22.9 55.3 44.7 22.9 

額 頼 有 14 19 33 21 12 33 
り マコ
lこ
て E 42.4 57.6 16.1 63.6 36.4 16.1 

す
く

る
る 無 15 34 49 18 31 49 親
親

族 族 W 30.6 69.4 23.9 36.7 63.3 23.9 
無

91 114 205 116 89 205 
A日、 計

44.4 55.6 100.0 56.6 43.4 100.0 

表3

北
大
文
学
部
紀
要

p<0.1 df=3 χ2= 11.96 I，II，TII，Nはタイプを表わす。
χ2=11.86 df=3 p<0.1 

(注)

に
お
い
て
顕
著
で
あ
る
。

タ
イ
プ
ー
で
は
頼
り
に
す
る
近
隣
が

い
る
と
す
る
者
の
比
率
が
高
く
、
逆
に
タ
イ
プ
百
で
は
、
頼
り

に
す
る
近
隣
が
い
な
い
と
す
る
者
の
比
率
が
高
い
か
ら
で
あ

る

こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
近
隣
よ
り
も
友
人
の
ば
あ
い
に
お

{
日
)

い
て
鮮
明
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
近
隣
と
友
人
に
頼
る
人
物
が
い
る
と
答
え
た
ば

あ
い
、
そ
れ
は
赤
井
川
村
出
身
者
で
あ
る
の
か
否
か
。
さ
ら
に

ど
の
よ
う
な
関
係
で
あ
る
の
か
を
確
か
め
て
お
こ
う
。

ま
ず
近

隣
に
つ
い
て
、
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地
域
別
に
み
る
と
、
赤
井
川
村
出
身
者
が
二

O

名
、
赤
井
川
村
以
外
の
出
身
者
が
七
三
名
で
あ
り
、
関
係
カ
テ

ゴ
リ

l
別
で
は
、
赤
井
村
出
身
者
の
ば
あ
い
、
親
族
i
一
O

名
、
友
人
|
八
名
、
知
人
l
二
人
、
赤
井
川
村
以
外
の
出
身
者

で
は
、
親
族
|
二
名
、
友
人
l
四
O
名
、
知
人
|
一
一
一
一
名
で
あ

っ
た
。
友
人
に
関
し
て
は
、
赤
井
村
出
身
者
が
二
九
名
、
赤
井

村
以
外
の
出
身
者
が
五
六
名
で
あ
り
、
友
人
の
内
容
を
み
る

と
、
前
者
で
は
「
学
生
時
代
の
友
人
」
i
一
八
名
、

「
会
社
の
上

可
・
同
僚
」
|
五
名
、
後
者
で
は
「
会
社
の
上
司
・
同
僚
」
l
一



親
族
関
係
と
都
市
適
応
過
程

九
名
、
「
仕
事
関
係
の
友
人
」
|
)
四
名
、
「
近
所
の
友
人
」
l
九
名
、
「
子
供
を
介
し
た
友
人
」
]
七
名
、
「
学
生
時
代
の
友
人
」
l
五
名
、

と

な
っ
て
い
る
。

以
上
に
言
及
し
た
親
族
分
布
と
親
族
交
際
は
、
移
住
者
の
都
市
適
応
過
程
を
親
族
関
係
と
の
関
係
に
お
い
て
捉
え
よ
う
と
す
る
時
、
そ

の
考
察
の
背
景
を
な
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
次
節
以
降
で
は
、
本
節
を
前
提
と
し
て
小
稿
の
主
題
で
あ
る
都
市
適
応
過
程
に
ふ
れ
る
こ

と
に
し
た
い
。

都
市
適
応
の
初
期
段
階

い
し
世
荷
の
集
団
レ
ベ
ル
、
居
住
地
域
と
い
う
地
域
社
会
レ
ベ
ル
、

冒
頭
で
指
摘
し
た
ご
と
く
、
都
市
適
応
を
一
義
的
に
捉
え
る
こ
と
は
む
つ
か
し
い
。
そ
れ
は
第
一
に
、
適
応
が
個
人
レ
ベ
ル
、
家
族
な

の
各
レ
ベ
ル
に
お
け
る
違
い
を
有
す
る
こ
と
。
第
二
に
、
適
応
、
が
多
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面
的
な
諸
相
を
有
す
る
こ
と
。
た
と
え
ば
、
客
観
的
な
住
宅
環
境
、
職
業
生
活
、
集
団
加
入
、
社
会
参
加
と
い
っ
た
各
々
の
生
活
領
域
に

お
け
る
適
応
、
主
観
的
な
不
安
、
満
足
、
ア
ス
ピ
レ

l
シ
ョ
ン
や
願
望
の
達
成
水
準
な
ど
に
お
け
る
適
応
が
あ
る
。
し
か
も
こ
れ
ら
の
客

観
的
側
面
と
主
観
的
側
面
と
は
相
互
に
関
連
し
あ
う
。
第
三
に
、
適
応
は
そ
も
そ
も
相
対
的
で
あ
り
、
し
か
も
時
間
的
経
過
を
要
す
る
も

の
で
あ
る
。
移
住
時
に
不
適
応
が
み
ら
れ
た
と
し
て
も
、
時
間
の
経
過
に
伴
い
適
応
が
達
成
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
逆
も
ま
た
あ

り
う
る
。
国
外
か
ら
の
移
民
の
ば
あ
い
は
い
う
ま
で
も
な
く
、

国
内
移
動
の
一
形
態
と
し
て
の
都
市
移
住
に
伴
う
都
市
適
応
に
関
す
る
考
察
に
お

い
て
も
、
第
三
の
課
題
克
服
は
と
り
わ
け
厄
介
で
あ
る
。

そ
れ
は
時
間
と
労
力
を
必
要
と
す
る
調
査
法
上
の
制
約
が
大
き
い
か
ら
で
あ



る
。
情
報
収
集
が
た
と
え
少
数
者
に
限
定
さ
れ
る
に
し
て
も
、
同
一
対
象
者
を
移
住
時
点
か
ら
調
査
時
点
ま
で
継
続
し
て
イ
ン
フ
ォ

i
マ

ン
ト
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
は
大
変
困
難
が
伴
う
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
制
約
を
多
少
な
り
と
も
克
服
す
る
次
善
の
策
と
し
て
、

調
査
時
点
を
基
準
に
し
て
移
住
時
点
に
遡
及
し
、

回
顧
的
に
情
報
を
収
集
す
る
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。
過
去
の
記
憶
に
頼
る
こ
と
は
そ
れ

し
か
し
、
調
査
時
に
お
け
る
都
市
移
住
者
の
適
応
の
問
題
を
論
じ
よ
う
と
す
る
時
、

自
体
、
暖
昧
さ
を
伴
う
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

そ
こ
に
は
自
ず
と
過
去
と
の
比
較
が
必
要
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
イ
ン
フ
ォ

l
マ
ン
ト
自
身
は
、
適
応
に
つ
い
て
問
わ
れ
た
時
、
意
識
的

か
無
意
識
的
か
は
と
も
か
く
と
し
て
、
過
去
と
の
対
比
を
試
み
、
現
在
の
適
応
に
関
す
る
位
置
づ
け
を
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
移
住
時
点
で
の
適
応
と
調
査
時
点
の
そ
れ
と
を
ま
ず
区
別
し
て
お
き
た
い
。
す
な
わ
ち
前
者
は
、
都
市
適
応
の
初

期
段
階
と
し
て
お
そ
し
て
後
者
は
移
住
時
以
降
の
時
間
的
経
過
を
ふ
ま
え
た
都
市
適
応
の
進
展
段
階
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
捉
え
て
お
く
。
本

節
は
都
市
適
応
の
初
期
段
階
に
つ
い
て
ふ
れ
る
。

こ
の
段
階
に
お
け
る
都
市
適
応
に
関
し
て
、
標
題
と
の
関
連
か
ら
具
体
的
な
課
題
は
次
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の
点
に
求
め
ら
れ
る
。

一
つ
は
、
移
住
先
と
し
て
当
該
都
市
が
何
故
選
択
さ
れ
た
の
か
を
親
族
存
在
と
の
関
連
に
お
い
て
確
か
め
る
こ
と
。

に
お
け
る
親
族
存
在
が
、
都
市
適
応
の
客
観
的
側
面
及
び
主
観
的
側
面
に
ど
の
よ
う
に
介
在
し
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

は
、
序
で
述
べ
た
本
稿
の
課
題
の
第
二
点
目
の
考
察
に
か
か
わ
る
。
こ
れ
ら
の
課
題
の
一
部
は
、
す
で
に
報
告
し
て
い
る
か
ら
、
そ
の
結

二
つ
に
、
移
住
先

こ
れ
ら

果
を
要
約
し
つ
つ
、

こ
れ
に
さ
ら
に
事
例
的
に
得
ら
れ
た
情
報
を
加
味
し
た
分
析
に
も
と
づ
き
都
市
適
応
の
初
期
段
階
を
み
て
お
こ
う
。

さ
て
本
節
の
第
一
の
課
題
で
あ
る
移
住
先
と
し
て
の
当
該
都
市
選
択
と
親
族
存
在
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
次
の
ご
と
き
諸
点
が
明
ら

ミ

γ
」

F

ふ
つ
戸
-
。

カ
L
q
，

7

7
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親
族
関
係
と
都
市
適
応
過
程

① 

都
市
選
択
を
選
択
理
由
に
お
い
て
捉
え
る
と
、
都
市
選
択
の
主
な
理
由
と
し
て
、
第
一
位
に
「
他
出
し
た
家
族
成
員
や
他
の
親
族

が
い
た
か
ら
」
(
以
下
「
家
族
・
親
族
」
と
略
す
こ
と
が
あ
る
)
と
「
就
職
の
た
め
」
が
も
っ
と
も
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
二
四
%
あ
げ
ら
れ

た
。
第
三
位
は
「
結
婚
の
た
め
」
(
一
六
万
)
、
第
四
位
、
第
五
位
に
「
転
勤
の
た
め
」
(
九
%
)
、
「
友
人
・
知
人
が
い
た
か
ら
」
(
八
%
)

が
続
く
。
以
下
で
は
「
進
学
の
た
め
」
(
四
%
)
、

「
近
い
か
ら
」
(
三
%
)
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
げ
ら
れ
た
。

「
家
族
・
親
族
」

の
存
在
に
「
友
人
・
知
人
」
を
加
え
る
と
、

い
わ
ゆ
る
第
一
次
的
関
係
が
移
住
先
の
都
市
選
択
理
由
の
三
二
%
を
占

め
て
い
る
。

第
一
次
的
関
係
、

と
り
わ
け
他
出
し
た
家
族
成
員
・
親
族
成
員
の
存
在
、
が
都
市
移
住
の
「
引
き
金
」

で
あ
り
、

「
踏
み
な
ら

さ
れ
た
道
」
を
形
成
す
る
と
い
わ
れ
る
こ
と
は
、
右
の
ご
と
き
状
況
に
う
か
が
わ
れ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

② 

右
の
結
果
を
さ
ら
に
、
当
該
移
住
者
の
主
な
属
性
、
移
住
経
路
、
そ
し
て
移
住
単
位
に
そ
れ
ぞ
れ
関
係
づ
け
て
み
る
と
、
統
計
的
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に
有
意
な
結
果
が
得
ら
れ
た
の
は
、
す
で
に
第
一
節
の
移
住
経
路
と
移
住
単
位
に
お
い
て
示
し
た
「
直
接
型
」
と
「
経
由
型
」
(
℃
〈

・02)、
「
挙
家
型
」
と
「
非
挙
家
型
」
(
匂
〈

-gH)
の
各
タ
イ
プ
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
前
者
の
移
住
経
路
に
つ
い
て
い
え

ば
、
「
直
接
型
」
の
ば
あ
い
、
「
家
族
・
親
族
が
い
た
か
ら
」
が
全
体
の
ニ
五
%
を
占
め
て
も
っ
と
も
多
く
、

「
就
職
」
(
二
O
M
)
、
「
友
人
・
知
人
が
い
た
」
(
一
O
%
)
が
続
く
。

こ
れ
に
「
結
婚
」
(
二
三
%
)
、

こ
れ
に
対
し
て
、

「
経
由
型
」

で
は
、
も
っ
と
も
多
い
の
は
「
就
職

の
た
め
」
〈
三
O
Z
)

で
あ
り
、

つ
い
で

「
家
族
・
親
族
」
(
二
三
%
)
、

「
転
勤
」
(
一
九
%
)
と
な
る
。

後
者
の
移
住
単
位
に
つ
い
て
い
え
ば
、
「
挙
家
型
」

の
ば
あ
い
、
「
家
族
・
親
族
が
い
た
」
が
四
二
%
と
圧
倒
的
に
多
い
。

こ
れ
に
つ
ぐ

の
t土

「
就
職
」
(
一
七
%
)

「
友
人
・
知
人
」
(
九
%
)
、

「
転
勤
」
(
九
克
)

で
あ
る
。

他
方
「
非
挙
家
型
」

で
は
、

「
就
職
の
た
め
」
(
一
一

八
%
)
と
「
結
婚
」
(
二
五
%
)
が
主
要
な
都
市
選
択
理
由
と
な
り
、

「
家
族
・
親
族
」
(
一
五
%
)
を
あ
げ
る
者
は
少
な
く
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
移
住
者
の
移
住
経
路
と
移
住
単
位
に
注
目
す
る
と
、
「
直
接
型
」

は
、
「
経
由
型
」

に
比
べ
て
、

ま
た
「
挙
家
型
」

t主



「
非
挙
家
型
」

に
比
べ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
新
し
い
都
市
社
会
に
お
け
る
生
活
上
の
リ
ス
ク
を
軽
減
さ
せ
る
た
め
に
、
「
家
族
・
親
族
」

の
存
在

を
よ
り
一
層
重
要
視
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
都
市
社
会
に
お
け
る
他
出
家
族
成
員
や
他
の
親
族
成
員
、
が
、
後
続
者
に
対
す
る
都
市

適
応
の
た
め
の
バ
ッ
フ
ァ

l
の
役
割
を
果
た
す
と
い
わ
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
「
直
接
型
」
と
「
挙
家
型
」
に
顕
著
に
う
か
が
わ
れ
る
と
い

っ
て
よ
い
。
都
市
適
応
の
初
期
段
階
は
、
都
市
選
択
そ
れ
自
体
に
お
い
て
す
で
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
占
小

は
さ
ら
に
、
本
節
の
第
二
の
課
題
で
あ
る
都
市
適
応
の
諸
相
と
し
て
の
客
観
的
側
面
と
主
観
的
側
面
と
に
お
い
て
確
か
め
ら
れ
る
。

そ
こ
で
次
に
、
都
市
適
応
の
客
観
的
側
面
を
取
り
上
げ
よ
う
。

と
初
職
の
紹
介
・
世
話
を
設
定
し
た
。
得
ら
れ
た
結
果
は
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
移
住
に
伴
う
最
初
の
住
宅
(
土
地
を
含
む
)
取
得

① 

住
宅
の
取
得
は
、
取
得
に
至
る
情
報
、
取
得
の
た
め
の
紹
介
、

そ
し
て
同
居
に
よ
る
住
宅
の
提
供
と
い
っ
た
内
容
を
含
ん
で
い

る。

こ
こ
で
は
こ
れ
ら
を
ひ
と
ま
ず
一
括
し
て
捉
え
、
移
住
時
点
に
ど
の
よ
う
な
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
介
し
て
取
得
に
至
っ
た
か
を
尋
ね
た
。
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そ
の
結
果
、
主
要
な
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
し
て
五
つ
の
タ
イ
プ
が
み
ら
れ
た
。
も
っ
と
も
多
い
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
「
家
族
・
親
族
を
介
し
て
」
(
=
一

三
%
)
で
あ
り
、

こ
れ
に
つ
ぐ
の
は
社
宅
・
寮
・
不
動
産
会
社
等
の

「
社
会
的
機
関
を
介
し
て
」
(
二
九
%
)
、

「
友
人
・
知
人
を
介
し
て
」

(
二
二
万
)

で
あ
っ
た
。
住
宅
取
得
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
、

こ
れ
ら
三
つ
に
集
中
し
て
お
り
、
他
は

「
婚
入
の
た
め
」
(
一

O
M
)、
「
自
分
で

み
つ
け
た
(
以
下
「
自
立
型
」
と
す
る
こ
と
が
あ
る
)
」
(
八
克
)
と
な
り
、
大
変
少
な
い
。

こ
の
よ
う
に
「
家
族
・
親
族
」
、
が
「
社
会
的
機
関
」
を
凌
い
で
多
く
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
さ

に
「
友
人
・
知
人
」
を
加
え
る
と
、
第
一
次
的
関
係
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
半
数
以
上
を
占
め
る
こ
と
は
、
住
宅

取
得
に
は
確
実
性
と
信
頼
性
に
加
え
て
、
人
格
性
を
備
え
た
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
要
性
が
浮
か
び
あ
が
る
。

住
宅
取
得
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
し
て
、

ら
に
こ
の
「
家
族
・
親
族
」

② 

こ
の
よ
う
な
結
果
を
、
都
市
選
択
に
お
い
て
言
及
し
た
の
と
同
様
に
、
移
住
者
の
主
な
属
性
、
移
住
経
路
、
移
住
単
位
に
そ
れ
ぞ
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親
族
関
係
と
都
市
適
応
過
程

(也〈・
0
0
H
)
、
「
挙
家
型
」

れ
関
係
づ
け
て
み
る
と
、
離
村
(
移
住
時
)
点
で
の
当
該
移
住
先
に
お
け
る
親
族
の
有
無
(
匂
〈
・
0
2
)
、
「
直
接
型
」
か
「
経
由
型
」
か

か
「
非
挙
家
型
」
か
(
匂
〈
・

02)、
既
婚
か
否
か
(
也
八
・

2)
の
各
項
目
に
お
い
て
統
計
的
に
有
意
な
結
果
が
え
ら

れ
た
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
要
約
的
に
示
し
て
お
く
と
、

めた
他」

のと
チし
ヤた
ン移
ネ住
ル者
をは
庄一
信1四
し三
て名
いあ
る空り

「
社
会
的
機
関
」
が
四

O
Zと
も
っ
と
も
多
く
、

ま
ず
離
村
(
移
住
)
時
に
当
該
都
市
的
地
域
に
親
族
が
い
た
か
否
か
で
は
、

こ
の
う
ち
「
家
族
・
親
族
を
介
し
て
」
住
宅
を
取
得
し
た
者
が
も
っ
と
も
多
く
、
四
四
%
を
占

一「

し、

こ
れ
に
対
し
て
「
い
な
か
っ
た
」
者
は
五
五
名
で
あ
り
、
彼
ら
に
お
け
る
住
宅
取
得
経
路
は
、

こ
れ
に
「
友
人
・
知
人
」
(
二
九
%
)
が
続
い
て
い
る
。
離
村
(
移
住
)
時
点
で
の
移
住

つ
い
で
、

移
住
経
路
の

先
に
お
け
る
親
族
の
有
無
は
、
住
宅
取
得
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
こ
の
よ
う
な
違
い
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

同
じ
く
「
経
由
型
」
と
「
非
挙
家
型
」
と
は
そ
れ
ぞ
れ
類
似
し
た

「
直
接
型
」
と
移
住
単
位
の

「
挙
家
型
」
、
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い
ず
れ
も
「
家
族
・
親
族
」
を
中
心
と
し
た
(
前
者
l
四

O

Z
、
後
者
l
四
四
%
)
住
宅
取
得
が
な
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
「
経
由
型
」
と
「
非
挙
家
型
」
と
で
は
、
「
社
会
的
機
関
」
を
中
心
と

し
た
(
前
者
i
四

O
Z、
後
者
i
三
四
%
)
住
宅
取
得
が
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
「
経
由
型
」
と
「
非
挙
家
型
」
で

は
ヘ
「
家
族
・
親
族
」
は
そ
れ
ぞ
れ
ニ
二
%
、
二
八
%
で
あ
る
。

い
ま
一
つ
、
移
住
時
に
既
婚
で
あ
っ
た
か
否
か
で
は
、
既
婚
者
向
は
あ
い
「
家
族
・
親
族
」
(
三
八
%
)
と
「
友
人
・
知
人
」
(
三
六
%
)

の
第
一
次
的
関
係
が
住
宅
取
得
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
七
四
%
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
未
婚
者
」
で
は
「
家
族
・
親
族
」
(
一
二
一
克
)

の
第
一
次
的
関
係
と
「
社
会
的
機
関
」
(
一
ニ
二
%
)
の
第
二
次
的
関
係
と
に
分
化
し
た
住
宅
取
得
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
見
出
さ
れ
る
。

@
初
職
の
紹
介
は
、
文
字
通
り
の
初
職
と
移
住
に
伴
う
転
職
後
の
そ
れ
と
を
含
ん
で
い
る
。
こ
の
初
職
が
ど
の
よ
う
な
紹
介
チ
ャ
ン

ネ
ル
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
の
か
を
み
る
と
、
初
職
の
紹
介
・
世
話
を
他
者
に
求
め
た
一
六
六
名
に
つ
き
、
も
っ
と
も
多
か
っ
た
の
は
「
友

傾
向
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
直
接
型
」
と
「
挙
家
型
」
と
で
は
、



人
・
知
人
」
(
コ
一
九
%
)

で
あ
り
、

つ
い
で

「
家
族
・
親
族
」
(
二
六
%
)

「
自
分
で
単
独
」
(
二
二
%
)
、
学
校
・
職
業
安
定
所
等
の

「
家
族
・
親
族
」
の
占
め
る
割 社

会
的
機
関
」
(
二
二
%
)
と
な
っ
た
。

初
職
の
紹
介
・
世
話
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
は
、

住
宅
取
得
に
比
べ
て

合
は
か
な
り
低
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

し
か
し
、
も
っ
と
も
多
い

「
友
人
・
知
人
」
と
そ
れ
に
「
家
族
・
親
族
」
を
含
め
た
第
一
次

的
関
係
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
い
え
ば
、
六
五
%
の
者
が
就
業
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
こ
の
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
在
さ
せ
て
い
る
こ
と
に

な
る
。

し
た
が
っ
て
、
移
住
者
の
初
職
の
紹
介
・
世
話
に
は
、
社
会
的
機
関
と
い
う
第
二
次
的
関
係
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
対
す
る
第
一
次
的

関
係
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
優
位
は
歴
然
と
し
て
い
る
。

な
お
移
住
者
の
主
な
属
性
、
移
住
経
路
、
移
住
単
位
等
の
諸
項
目
と
初
職
の
紹
介
・
世
話
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
の
関
係
で
は
、

い
ず
れ
も

有
意
な
結
果
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

こ
れ
ま
で
都
市
適
応
の
客
観
的
側
面
に
ふ
れ
た
が
、
主
観
的
側
面
に
言
及
し
て
お
き
た
い
。

こ
こ
で
の
主
観
的
側
面
と
は
、
移
住
に
伴

-139-

う
不
安
意
識
を
離
村
(
移
住
)
前
と
移
住
時
(
移
住
直
後
)

い
だ
い
た
、
と
回
答
し
た
者
は
七
コ
一
名
(
コ
一
六
克
)
、

に
つ
い
て
尋
ね
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
離
村
(
移
住
)
前
広
不
安
を

移
住
直
後
に
不
安
を
い
だ
い
た
者
は
七
五
名
(
三
七
%
)
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対

し
て
、

不
安
を
い
だ
か
な
か
っ
た
、

と
回
答
し
た
者
は
そ
れ
ぞ
れ
一
一
一
一
一
名
、

一
一
一
六
名
い
た
。

こ
こ
で
は
、
離
村
(
移
住
)
前
に
お
け

る
不
安
意
識
の
有
無
に
つ
い
て
、
有
意
な
関
係
が
み
ら
れ
た
諸
項
目
に
注
目
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た
結
果
を
要
約
し
て
お
き
た
い
。

@
ま
ず
離
村
(
移
住
)
時
に
、
現
在
居
住
す
る
都
市
社
会
の
移
住
先
に
親
族
が
い
な
か
っ
た
者
は
、

者
の
比
率
が
高
か
っ
た
(
匂
八
・
0
印
)
。
⑬
親
族
が
い
た
者
の
う
ち
で
は
、
「
経
由
型
」
の
移
住
者
に
比
べ
て

て
不
安
を
い
だ
く
者
が
多
か
っ
た
(
匂
〈
・

2)。
の
出
身
家
族
の
生
業
が
専
業
農
家
で
あ
っ
た
者
は
、
非
農
家
で
あ
っ
た
者
に
比
べ
て
、
不

安
を
い
だ
い
た
者
の
比
率
が
高
か
っ
た
。
兼
業
農
家
の
出
身
者
は
非
農
家
の
そ
れ
に
類
似
し
た
傾
向
を
し
た
な
八

-E)。
@
住
宅
取
得
チ

い
た
者
に
比
べ
て
不
安
を
い
だ
く

「
直
接
型
」

の
移
住
者
に
お
い
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親
族
関
係
と
都
市
適
応
過
程

ャ
ン
ネ
ル
の
タ
イ
プ
と
の
関
連
で
い
え
ば
、

「
婚
入
」
と
「
社
会
的
機
関
」
を
あ
げ
た
者
に
お
い
て
、

不
安
を
い
だ
い
た
者
が
多
く
み
ら

れ
た
。
も
っ
と
も
「
婚
入
」

に
お
け
る
不
安
は
、
都
市
移
住
そ
れ
自
体
に
伴
う
不
安
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
新
し
い
生
活
に
お
け
る
不

「
自
分
」
、
「
家
族
・
親
族
」
、

こ
れ
ら
に
対
し
て
、

「
友
人
・
知
人
」

の
三
つ
の
住
宅
取
得
チ
ャ
ン
ネ

安
が
大
き
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

ル
・
タ
イ
プ
で
は
、
不
安
を
い
だ
か
な
か
っ
た
と
す
る
者
が
多
か
っ
た
(
匂
〈
・
0
印)。

か
く
し
て
、

住
宅
取
得
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
の
関
連
で
は
、

「
自
立
型
」
が
文
字
通
り
、

自
立
的
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
不
安
を
い
だ
く
者
が

少
な
か
っ
た
己
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
、
が
、

こ
の
タ
イ
プ
を
除
く
と
、
非
人
格
的
な
「
社
会
的
機
関
」
を
活
用
し
た
者
と
パ
ー
ソ
ナ
ル
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
し
た
者
と
で
は
、

不
安
の
有
無
に
こ
の
よ
う
な
違
い
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。
も
と
よ
り
不
安
意
識
の
内
容
そ
れ
自

体
を
詳
細
に
聞
き
え
て
い
な
い
か
ら
十
分
と
は
い
え
な
い
が
、
そ
れ
で
も
、

山
村
か
ら
の
都
市
移
住
者
は
、
移
住
に
伴
う
不
安
の
軽
減
な
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し
い
解
消
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
家
族
・
親
族
を
中
心
と
す
る
熟
知
し
た
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
ピ
ル
ト
・
イ
ン
さ
せ
て
い
る
こ
と

が
理
解
さ
れ
る
。

都
市
適
応
の
初
期
段
階
で
は
、
移
住
者
は
移
住
先
と
し
て
の
都
市
社
会
に
対
し
て
、
当
該
地
に
お
け
る
す
で
に
先
に
他
出
し
た
家
族
成

員
や
親
族
成
員
の
存
在
を
前
提
に
し
た
移
住
の
意
志
決
定
を
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
こ
の
こ
と
自
体
が
す
で
に
、
都
市
社
会
へ
の
適

応
の
準
備
態
勢
を
形
成
す
る
。
あ
わ
せ
て
都
市
適
応
の
諸
相
に
み
た
具
体
的
で
か
つ
客
観
的
な
住
宅
取
得
、
就
業
の
た
め
の
各
経
路
に

「
家
族
・
親
族
」
を
中
心
と
し
つ
つ
、

こ
れ
に
「
友
人
・
知
人
」

の
第
一
次
的
関
係
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
在
さ
せ
な
が
ら
、
移
住
に
伴
う

不
安
意
識
に
み
る
よ
う
な
リ
ス
ク
を
軽
減
・
緩
和
、
解
消
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
装
置
化
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
都
市
適
応
の
初
期
段
階

を
有
す
る
移
住
者
は
、
移
住
後
ど
の
よ
う
な
適
応
の
進
展
を
示
す
の
か
。
そ
れ
を
次
節
以
降
に
お
い
て
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
よ
う
。



四

都
市
適
応
の
進
展
段
階
何

都
市
適
応
の
進
展
段
階
は
、
大
別
し
て
二
つ
の
側
面
か
ら
考
察
し
た
い
。

一
つ
は
、
都
市
適
応
の
初
期
段
階
で
は
、
移
住
者
を
援
助
を

受
容
す
る
立
場
に
あ
る
者
と
し
て
の
み
位
置
づ
け
て
き
た
、
が
、
移
住
後
の
時
間
的
経
過
に
お
い
て
、
当
該
移
住
者
は
、
後
続
の
移
住
予
定

者
に
対
し
て
、
あ
る
い
は
同
じ
移
住
者
間
相
互
に
お
い
て
援
助
を
す
る
立
場
を
も
有
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
こ
の
点

を
本
節
に
お
い
て
み
き
わ
め
る
こ
と
。
こ
れ
は
社
会
関
係
レ
ベ
ル
に
お
け
る
都
市
適
応
の
進
展
段
階
の
側
面
で
あ
る
。
二
つ
に
、
移
住
先

の
地
域
社
会
に
お
い
て
、
移
住
者
は
ど
の
よ
う
な
社
会
参
加
を
し
て
い
る
の
か
。
あ
わ
せ
て
彼
ら
は
、
出
身
郷
里
と
い
う
地
域
社
会
と
ど

の
よ
う
な
交
流
を
有
し
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

こ
れ
は
地
域
社
会
レ
ベ
ル
に
お
け
る
都
市
適
応
の
進
展
段
階
に
か
か
わ
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る
。
こ
の
点
は
次
節
に
お
い
て
言
及
す
る
。

こ
れ
ら
二
つ
の
側
面
は
、

い
ず
れ
も
前
節
の
冒
頭
で
喚
起
し
た
ご
と
く
、
移
住
(
当
該
都
市
へ
の
転
入
〉
時
点
と
調
査
時
点
と
を
で
き

る
だ
け
比
較
し
な
が
ら
明
ら
か
に
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

さ
ら
に
対
象
者
の
ば
あ
い
、
離
村
(
移
住
)
時
に
未
婚
で
あ
っ
た
者
が
多
か
っ

た
け
れ
ど
も
、
調
査
時
で
は
逆
に
、
未
婚
者
は
わ
ず
か
四
名
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
婚
姻
上
の
地
位
変
化
を
有
す
る
者
が
多
い
。

し
た
、
が
っ

て
、
個
人
レ
ベ
ル
は
も
と
よ
り
家
族
な
い
し
世
帯
レ
ベ
ル
の
進
展
段
階
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
い
う
進
展
段
階
と

は
そ
の
よ
う
な
意
味
を
も
含
ん
で
い
る
。

さ
て
、
木
節
に
お
け
る
進
展
段
階
川
で
は
、
次
の
三
つ
の
社
会
関
係
レ
ベ
ル
の
課
題
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
第
一
に
、
移
住
者
は
、
移

住
後
に
お
け
る
転
居
と
転
職
に
伴
い
、
新
し
い
住
宅
取
得
や
転
職
の
紹
介
・
世
話
を
「
家
族
・
親
族
」

か
ら
ど
の
よ
う
に
受
け
た
か
。
第
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親
族
関
係
と
都
市
適
応
過
程

二
に
、
対
象
者
は
、
赤
井
川
村
出
身
者
に
住
宅
、
土
地
、
就
職
、
結
婚
、
そ
し
て
そ
の
他
の
紹
介
や
世
話
を
し
た
の
か
否
か
。
「
し
た
L

と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
人
に
対
し
て
で
あ
っ
た
か
。
第
三
に
、
調
査
時
に
お
け
る
不
安
意
識
の
有
無
は
、
移
住
者
の
も
つ
社
会

関
係
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
も
つ
の
か
。
以
下

こ
れ
ら
の
諸
点
を
順
次
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。

転
居
・
転
職
と
援
助
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

移
住
後
、
転
居
し
た
者
は
一
五
七
名
、
転
居
し
な
か
っ
た
者
は
四
五
名
で
あ
っ
た
。

(
お
)

た
者
は
八
七
名
で
あ
っ
た
(
但
し
一
度
も
就
職
し
な
か
っ
た
者
一
九
名
は
除
く
)
。

同
じ
く
転
職
し
た
者
は
九
八
名
、
転
職
し
な
か
っ

表
4
は
、

移
住
後
に
お
け
る
転
居
・
転
職
に
伴
い
受

け
た
紹
介
・
世
話
の
援
助
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
移
住
時
点
の
そ
れ
と
比
べ
て
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
住
宅
に
つ
い
て
み
る
と
、
移
住

後
の
転
居
に
伴
う
住
宅
取
得
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
「
自
分
で
み
つ
け
た
」
と
す
る
「
自
立
型
」
が
約
半
数
の
四
五
%
を
占
め
る
。
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こ
れ
に
つ
ぐ

の
は
「
友
人
・
知
人
」
つ
二
万
)
、
社
宅
・
寮
・
不
動
産
会
社
な
ど
の
「
社
会
的
機
関
」
(
一
七
%
)
、

そ
し
て

「
家
族
・
親
族
(
一
五
%
)

転居・転職の援助経路

、¥¥|初 職

家族 43 16 

親族 25.9 6.1 

l先
友人 64 53 

知人 38.5 20.3 

書長
37 161 

自分
22.3 61.4 

経

学校 22 19 

職安等 13.3 7.3 
路

13 
その他

5.0 

166 262 
合

(100.0) (100.1) 

家族 64 60 

親族 32.3 15.1 

住
友人 43 82 

宅
知人 21.7 20.7 

0) 

24 179 
取 自分

12‘1 45.1 

得

社宅 48 66 
経
Z詰 24.2 16.6 

路

19 10 
婚入

9.6 2.5 

397 
メE〉S、

員十 (100.0) (100.1) 

、:¥¥何

↓
M
h
 
-職

表 4



最
初
の
住
宅
取
得
で
は
、

ネ
ル
の
パ
タ
ー
ン
変
化
は
明
白
で
あ
る
。
「
家
族
・
親
族
」

で
あ
る
。

「
家
族
・
親
族
」
が
も
っ
と
も
多
く
一
三
二
%
で
あ
っ
た
か
ら
、

移
住
後
に
お
け
る
住
宅
取
得
チ
ャ
ン

の
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
依
存
か
ら
「
自
立
型
」

へ
の
移
行
が

確
認
さ
れ
る
。

転
職
の
ば
あ
い
で
は
、

紹
介
・
位
話
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
住
宅
の
そ
れ
と
多
少
異
な
る
が
、

「
自
立
型
」
が
実
に
六
一
%

と
圧
倒
的
に
多
い
。
初
職
で
は

「
友
人
・
知
人
」
と
「
家
族
・
親
族
」
と
い
う
第
一
次
的
関
係
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
が
六
回

%
を
占
め
て
い
た
か
ら
、

こ
こ
で
も
援
助
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
パ
タ
ー
ン
の
変
化
は
明
白
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
移
住
後
の
時
間
的
経
過
に
伴
う
転
居
と
転
職
に
お
い
て
、
移
住
者
は
「
家
族
・
親
族
」
を
中
心
と
し
た
第
一
次
的
関
係
へ

の
依
存
か
ら
「
自
立
型
」

へ
の
移
行
過
程
を
示
す
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
過
程
に
お
い
て
、
移
住
者
は
残
留
す
る
出
身
地
域
の
人
た
ち
ゃ
同

じ
移
住
者
に
、
ど
の
よ
う
な
援
助
を
し
た
の
か
。

そ
れ
を
次
に
み
て
み
よ
う
。
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(2) 

同
郷
人
へ
の
援
助
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

就
職
、
住
宅
、

移
住
後
、
同
郷
人
へ
の
援
助
を
し
た
と
回
答
し
た
者
は
六
一
名
、
し
な
か
っ
た
者
は
一
四
四
名
で
あ
っ
た
。
前
者
に
関
し
て
は
さ
ら
に
、

土
地
、
結
婚
、
そ
の
他
の
五
項
目
を
設
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
何
名
が
ど
の
よ
う
な
関
係
の
人
に
援
助
を
し
た
の
か

を
確
か
め
た
。

そ
の
結
果
を
ま
と
め
た
の
が
表
5
で
あ
る
。
援
助
を
し
た
者
の
う
ち
で
は
、
就
職
と
結
婚
の
紹
介
と
世
話
を
し
た
者
が
も

っ
と
も
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
半
数
い
る
。
両
者
に
比
べ
る
と
住
宅
や
土
地
の
紹
介
や
世
話
は
三
分
の
一
な
い
し
五
分
の
一
に
と
ど
ま
る
。

そ

の
他
は
さ
ら
に
少
な
い
。

ど
の
よ
う
な
関
係
の
人
に
対
す
る
紹
介
と
世
話
で
あ
っ
た
か
は
、
表
に
示
す
よ
う
に
い
ず
れ
の
援
助
項
目
に
つ
い
て
も
、
親
族
よ
り
も

友
人
・
知
人
が
多
い
。
複
数
回
答
の
総
ケ
l
ス
で
い
え
ば
六
一
名
に
つ
き
、

一
一
七
ケ

l
ス
の
援
助
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
友
人
・
知
人
が
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同郷人への紹介と世話の有無表5

親
族
関
係
と
都
市
適
応
過
程

紹介や
世話・無

時(親 族 9ケース 37ケース 172名
就 職

(16.1) 友人・知人 28ケース (31.6) (83.9) 

19(親族 7'r-7. 21 184 
住 宅

(9.4)友人・知人 14ケース (17.9) (90.6) 

13 {l親友: 族 4ケース 15 192 
土 士山

(6.3) 人・知人 11ケース (12.8) (93.7) 

勺親 族山ース 33 174 
結 婚

(50.8) 友人・知人 22ケース (28.2) (49.2) 

2ケース 11 194 
その他

(18.0) 人・知人 9ケース (9.4) (82.0) 

勺親 族 33(2 117 144 
l口h 言十

(29.8) 友人・知人 84 (71.8) (100.0) (70.2) 

有話世や介紹¥J  

八
四
ケ
l
ス
(
七
一
%
)
、

親
族
が
三
三
ケ

l
ス
(
二
八
%
)

を
そ
れ
ぞ
れ
占
め
た
。

こ
の
よ
う
な
援
助
は
、
移
住
者
の
当
該

都
市
居
住
経
過
年
数
で
み
る
と
、
も
っ
と
も
多
い
の
は
「

年
以
上
」
の
居
住
者
(
五
七
%
)
で
あ
り
、
つ
い
で
「
二

1
三

年
以
内
」
(
二
四
%
)
、
「
六
J
一
O
年
以
内
」
(
一
二
万
)
、
「
四

J
五
年
」
(
七
W
A
)

と
な
っ
た
。
居
住
経
過
年
数
の
長
い
者
が

圧
倒
的
に
多
く
援
助
し
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、

移
住
後
二
、
JEE--

一
三
年
以
内
の
も
っ
と
も
短
い
居
住
経
過
年
数
の
者

(
包
)

も
少
な
く
な
い
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
と
く
に
後
者
の
ば
あ
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ぃ
、
親
族
へ
の
援
助
で
い
え
ば
、
先
に
他
出
し
た
世
帯
主
が
残

留
す
る
妻
子
な
い
し
老
親
を
呼
び
寄
せ
た
り
、
年
長
の
き
ょ
う

だ
い
が
年
少
の
き
ょ
う
だ
い
の
移
住
を
引
き
お
こ
す
と
い
っ
た

(
お
)

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

次
に
、
右
に
み
た
援
助
項
目
に
つ
い
て
、
対
象
者
の
調
査
時

の
主
な
属
性
、
そ
し
て
こ
れ
ま
で
す
で
に
く
り
返
し
言
及
し
た

移
住
経
路
、
移
住
単
位
と
の
関
係
を
み
て
お
く
と
、
就
職
と
婚

結
の
二
項
目
に
お
い
て
の
み
(
他
の
項
目
は
ケ

l
ス
数
そ
れ
自



体
が
少
な
い
か
ら
と
思
わ
れ
る
)
、

有
意
な
結
果
が
え
ら
れ
た
。

こ
で
ま
ず
、
同
郷
人
に
対
す
る
就
職
の
紹
介
・
世
話
に
つ
い
て
い
え

ば
、
男
性
は
女
性
に
比
べ
て
(
匂
〈
・

2)、
調
査
時
に
有
職
の
者
は
鉱
山

職
の
者
に
比
べ
て
(
匂
〈
・
。
印
)
、

そ
し
て
居
住
期
間
の
長
い
者
は
短
い

者
よ
り
も
(
匂
〈
・
0
H
)

、
同
郷
人
に
そ
れ
ぞ
れ
就
職
の
紹
介
・
世
話
を

し
て
い
る
者
が
多
い
。

さ
ら
に
移
住
単
位
と
し
て
の

「
挙
家
型
」

者
は
、
「
非
挙
家
型
」

の
者
に
比
べ
て
同
郷
人
に
就
職
の
紹
介
・
世

話
が
多
く
み
ら
れ
た
(
℃
〈
・

2
)。
結
婚
に
関
し
て
は
、
居
住
期
間
と

移
住
経
路
に
お
い
て
有
意
な
結
果
が
得
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
居
住

期
間
の
長
い
者
は
短
い
者
よ
り
も
、
そ
し
て

「
直
接
型
」
は
「
経
出

型
」
に
比
べ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
郷
人
に
結
婚
の
紹
介
・
世
話
を
し
て

い
る
者
が
多
か
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
す
で
に
第
二
節
に
お
い
て

移
住
者
の
頼
る
・
頼
ら

れ
る
親
族
関
係
、
頼
る
・
頼
ら
れ
る
友
人
関
係
、
そ
し
て
頼
り
に
す

る
近
隣
関
係
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
い
た
。
そ
こ
で
さ
ら
に
こ
の
よ

う
な
関
係
パ
タ
ー
ン
と
、
移
住
後
に
お
け
る
同
郷
人
へ
の
援
助
と
の

関
係
を
み
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
と
い
う
の
も
、
そ
こ
に
、
移
住

北
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その

親族関係タイプ別同郷人への紹介・世話の有無

一一¥¥¥一|紹介と l紹介と| 計-世話・有 世話・無 l日斗

綴る親族有・額りにしてくる親族有 24 52 
76 

(タイプI) 31.6 68.4 

頼る親族有・頼りにしてくる親族無 14 33 
47 

(タイプll) 29.8 70.2 

額る親族無・頼りにしてくる親族有 16 17 
33 

(タイプm) 48.5 51.5 

頗る親族無・頼りにしてくる親族無 7 42 

(タイプIV)
49 

14.3 85.7 

61 144 205 
i'i 、

(29.8) (100.0) (70.2) 

表6
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p<.05 df=3 X2= 11.26 



親
族
関
係
と
都
市
適
応
過
程

者
の
適
応
の
進
展
段
階
の
一
端
が
読
み
と
れ
る
の
で
は
な
い
か
、

と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
表
6
に
よ
る
と
、
頼
り
に
し
て
く
る
親

族
が
い
る
タ
イ
プ
は
い
な
い
タ
イ
プ
に
比
べ
て
、
同
郷
人
へ
の
紹
介
・
世
話
を
し
た
者
の
比
率
が
高
い
と
い
う
傾
向
、
が
み
ら
れ
た
。
五
つ

の
個
別
毎
の
援
助
項
目
で
は
ケ
l
ス
が
少
な
い
か
ら
、
移
住
後
に
同
郷
人
に
対
し
て
何
ら
か
の
紹
介
・
世
話
を
し
た
か
否
か
の
み
に
着
目

し
た
と
こ
ろ
、
移
住
者
の
も
っ
こ
の
よ
う
な
親
族
関
係
パ
タ
ー
ン
と
の
聞
に
お
い
て
有
意
な
結
果
、
が
得
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
結
果

を
、
先
に
ふ
れ
た
転
居
・
転
職
の
援
助
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
パ
タ
ー
ン

l

「
家
族
・
親
族
」

た
と
い
う
こ
と
l
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
移
住
後
に
お
け
る
「
家
族
・
親
族
」

へ
の
依
存
か
ら
「
自
立
型
」

へ
の
移
行
が
み
ら
れ

へ
の
依
存
関
係
の
減
少
は
、
頼
る
関
係
か
ら
親
族
を
含

む
同
郷
人
に
逆
に
頼
ら
れ
る
関
係
へ
の
変
化
を
含
む
過
程
で
も
あ
る
と
い
え
る
。
都
市
移
住
者
の
移
住
後
の
自
立
化
の
過
程
は
、
頼
る
関

係
か
ら
頼
ら
れ
る
関
係
へ
の
移
行
を
随
伴
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
で
は
、

い
ま
一
つ
、
移
住
者
の
不
安
意
識
は
ど
の
よ
う
な
変
化
を
み
せ
る
の
か
。

そ
れ
を
さ
ら
に
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。
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(3) 

不
安
意
識
と
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

す
で
に
ふ
れ
た
ご
と
く
、
移
住
直
後
に
不
安
を
い
だ
い
た
者
は
七
五
名
(
一
二
七
%
)
あ
り
、
不
安
の
な
か
っ
た
者
は
一
二
六
名
公
ハ
三

W
A
)

で
あ
っ
た
。
偶
然
と
思
わ
れ
る
が
、
調
査
時
点
で
も
こ
の
数
値
に
変
化
は
な
い
。

し
か
し
前
者
で
は
、
明
確
に
「
不
安
が
あ
る
」
と

し
た
者
が
五
三
名
(
二
八
%
)

い
た
の
に
対
し
て
、
調
査
時
で
は
ミ
そ
の
よ
う
に
回
答
し
た
者
は
わ
ず
か
九
名
(
五
%
)

に
す
ぎ
な
か
っ

た

こ
れ
に
対
し
て

「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
と
い
う
暖
味
な
不
安
を
表
明
し
た
者
は
二
二
名
か
ら
三
倍
の
六
六
名
と
な
っ
た
。
も
っ

と市も、

こ
こ
で
の
不
安
意
識
は
不
安
の
内
容
ま
で
立
ち
入
っ
た
情
報
を
入
手
し
て
お
ら
ず
、

一
般
的
な
生
活
へ
の
不
安
と
し
て
尋
ね
た
結

果
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
厳
密
で
は
な
い
。

そ
れ
で
も
移
住
直
後
に
明
確
な
不
安
を
持
っ
た
者
が
激
減
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
移
住

に
伴
う
不
安
は
、
移
住
後
か
な
り
減
少
し
た
と
い
え
る
。



そ
れ
で
は
、
調
査
時
に
お
い
て
、

こ
の
よ
う
な
不
安
意
識
は
、
ど
の
よ
う
な
対
象
者
に
、

そ
し
て
ま
た
ど
の
よ
う
な
移
住
経
由
、
移
住

単
位
そ
し
て
社
会
関
係
パ
タ
ー
ン
を
有
す
る
者
に
み
ら
れ
る
の
か
、

そ
れ
を
次
に
み
て
お
こ
う
。

な
お
分
析
に
際
し
て
、
以
下
で
は
、
明

確
な
不
安
意
識
を
も
っ
た
者
は
わ
ず
か
で
あ
り
、
暖
昧
な
「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
と
い
う
不
安
意
識
を
も
っ
者
が
支
配
的
で
あ
っ
た

か
ら
、
両
者
を
含
め
て

「
不
安
意
識
あ
り
」
と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
手
続
き
と
断
り
に
よ
り
、

ま
ず
対
象
者
の
主
な
属
性
に
つ
い
て
み
る
と
、
統
計
的
に
有
意
な
結
果
は
出
身
家
族
の
生
業
形

態
の
み
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
専
業
農
家
の
出
身
者
は
、
非
農
家
の
出
身
者
に
比
べ
て
移
住
直
後
及
び
調
査
時
に
お
い
て
も

不
安
意
識
を
も
っ
者
が
多
か
っ
た
。
兼
業
農
家
の
出
身
者
は
両
者
の
中
間
で
あ
っ
た
(
唱
〈
・

2)。
こ
の
よ
う
な
結
果
は
、
専
業
農
家
出
身

者
に
は
、
出
身
地
に
農
地
や
基
を
残
し
た
り
、
老
親
が
い
た
り
す
る
者
が
い
る
か
ら
、

こ
う
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

親
族
の
有
無
(
也
八
・

2)
の
三
項
目
に
有
意
な
結
果
、
が
み
ら
れ
た
。
移
住
先
別
で
は
、
都
市
的
規
模
が
大
き
く
な
る
程
、

そ
れ
ぞ
れ
不
安
意
識
を
も
っ
者
が
多
か
っ
た
。

の
移
住
者
は
「
挙
家
型
」

の
者
に
比
べ
て
、

ま
た
「
非
挙
家
」

こ
の
結
果
は
両
時
点
に
つ
い
て
い
え
る
。
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さ
ら
に
属
性
以
外
で
は
、
移
住
先
(
匂
八
・

2
1
「
挙
家
型
」
と
「
非
挙
家
型
」
(
匂
八
・

2)、
離
村
(
移
住
)
時
の
当
該
移
住
先
に
お
け
るし、

ま
一
つ
、
離
村
(
移
住
)
時
に
当
該
移
住
先
に
親
族
が
い
な
か
っ
た
者
は
、

い
た
者
に
比
べ
て
不
安
意
識
を
も
っ
者
が
多
か
っ
た
。

れ

も
移
住
直
後
と
調
査
時
の
両
者
に
お
い
て
同
様
の
結
果
が
え
ら
れ
た
。

と
こ
ろ
で
、

社
会
関
係
パ
タ
ー
ン
と
不
安
意
識
と
の
関
係
で
は
九

意
外
な
傾
向
が
み
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、

「
頼
る
・
頼
ら
れ
る
」
親

族
関
係
パ
タ
ー
ン
と
の
関
係
で
は
、
表
7
に
み
る
よ
う
に
ち
総
じ
て
頼
る
親
族
や
頼
り
に
し
て
く
る
親
族
が
い
る
者
は
い
な
い
者
に
比
べ

て
不
安
意
識
を
も
っ
者
が
多
く
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
当
初
予
想
さ
れ
た
結
果
と
は
逆
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
結
果
は
、
先
に
断

っ
た
手
続
き
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
暖
昧
な
不
安
意
識
が
親
族
聞
の
葛
藤
の
表
わ
れ
で
あ
る
の
か
、
判
断
し
が
た
い
。
そ
の
た

北
大
文
学
部
紀
要



親
族
関
係
と
都
市
適
応
過
程

親族関係タイプ別不安の有無

言十

35 40 75 
タイプ I

46.7 53.3 37.3 

20 25 45 
タイプE

44.4 55.6 22.4 

10 23 33 
タイプE

30.3 69.7 16.4 

10 38 48 
タイプrv

20.8 79.2 23.9 

75 126 201 
l口L 計

37.3 62.7 100.。

表7

¥¥|不安有|不安無!合

表中， タイプ I~ タイプ即は表 6 を参

照。 χ2=10.05 df=3 p<.05 
(注)

め
に
、
出
身
地
域
に
お
け
る
親
族
の
有
無
、
過
去
一
年
間
に
お
け

る
帰
郷
の
有
無
、
同
じ
く
出
身
地
か
ら
の
訪
問
者
の
有
無
、

と
し、

っ
た
諸
項
目
と
不
安
意
識
を
関
係
守
つ
け
て
検
討
し
て
み
た
。
そ
の

結
果
、
出
身
郷
里
か
ら
の
訪
問
者
の
有
無
に
関
し
て
有
意
な
結
果

が
得
ら
れ
た
。

つ
ま
り
出
身
郷
里
か
ら
の
訪
問
者
が
あ
っ
た
者

は
、
な
か
っ
た
者
に
比
べ
て
不
安
意
識
を
も
っ
者
が
多
か
っ
た
。

こ
の
点
も
、
意
外
な
結
果
で
あ
る
が
、
出
身
郷
里
と
の
交
流
が
、

単
純
に
プ
ラ
ス
評
価
の
み
に
よ
っ
て
は
判
断
し
が
た
い
こ
と
を
示
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し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
右
の
疑
問
点
を
さ
ら
に
検
討
す
る
た
め
に
、
移
住
直
後

の
不
安
の
有
無
と
、
調
査
時
点
に
お
け
る
不
安
の
有
無
と
を
組
合

い
が
、
出
身
郷
里
に
親
族
が
い
る
者
程
(
匂
〈
・

2)、

こ
れ
ら
の
タ
イ
プ
と
こ
れ
ま
で
言
及
し
た
諸
項
目
と
関
係
守
つ
け
て
み
た
と
こ
ろ
、
表
に
は
し
て
い
な

不
安
意
識
を
も
っ
者
が
そ
れ
ぞ
れ

わ
せ
て
四
つ
の
タ
イ
プ
を
設
定
し
、

ま
た
頼
り
に
す
る
親
族
が
い
る
者
程
(
℃
〈
・

2)、

こ
の
結
果
か
ら
す
る
と
、
先
の
意
外
な
結
果
、
が
多
少
、

多
く
み
ら
れ
た
。

フ
ォ
ロ
ー
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
れ
は
、
す
で
に
第

節
で
述
べ
た
ご
と
く
、
出
身
郷
里
に
お
け
る
親
族
や
、
頼
り
に
す
る
親
族
は
年
長
の
親
族
、
と
く
に
父
母
や
オ
ジ
・
オ
パ
で
あ
っ
た
か

ら
、
そ
う
し
た
親
族
を
頼
り
に
す
る
存
在
と
し
つ
つ
も
、
年
長
な
る
が
故
に
彼
ら
の
動
向
へ
の
心
遣
い
が
、
移
住
者
に
と
っ
て
は
暖
昧
な

不
安
意
識
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。



五

都
市
適
応
の
進
展
段
階
伺

前
節
で
指
摘
し
た
ご
と
く
、
都
市
適
応
の
進
展
段
階
に
地
域
社
会
レ
ベ
ル
に
お
い
て
接
近
す
る
こ
と
が
本
節
の
ね
ら
い
で
あ
る
。
具
体

'mu--」
斗
斗
匹
、

f
t
t
 
一
つ
に
、
移
動
先
の
都
市
的
地
域
に
お
け
る
移
住
者
の
社
会
参
加
を
、
町
内
会
及
び
任
意
集
団
へ
の
参
加
状
況
を
通
じ
て
明
ら

か
に
す
る
こ
と
。

二
つ
は
、
出
身
地
と
の
社
会
的
交
流
を
解
明
し
つ
つ
、
こ
う
し
た
交
流
と
移
住
先
に
お
け
る
社
会
参
加
と
の
関
連
を
問
う

こ
と
。
三
つ
に
、
第
一
と
第
二
の
結
果
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
離
村
(
都
市
移
住
)

の
評
価
、
定
住
意
識
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

移
住
者
に
と
っ
て
都
市
適
応
の
進
展
は
、
当
該
移
住
先
に
お
け
る
社
会
参
加
の
状
況
に
よ
っ
て
は
か
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。

社
会
参
加

た
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と
え
ば
任
意
集
団
へ
の
加
入
乙
そ
れ
に
伴
う
社
会
参
加
が
な
け
れ
ば
、
当
該
者
は
孤
立
し
た
存
在
と
み
な
さ
れ
、
地
域
社
会
へ
の
統
合
が

な
さ
れ
て
い
な
い
と
解
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
た
と
え
そ
う
し
た
社
会
参
加
が
な
さ
れ
て
い
な
い
に
し
て
も
、
都
市
移
住
者
は

家
族
・
親
族
を
中
心
に
同
郷
人
の
友
人
・
知
人
に
よ
る
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
ネ
γ

ト
ワ

l
ク
を
形
成
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
必
ず
し
も
孤
立

し
た
存
在
に
は
な
ら
な
い
と
す
る
考
察
は
少
な
く
な
い
。
す
で
に
第
二
節
に
お
い
て
、
対
象
者
の
親
族
分
布
と
親
族
交
際
を
明
ら
か
に
し

た
し
、
第
三
節
及
び
第
四
節
に
お
い
て
、
他
出
家
族
成
員
を
含
む
親
族
ネ

v
ト
ワ
l
ク
、
友
人
・
知
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
都
市
適
応
の
初

期
段
階
と
進
展
段
階
山
に
み
ら
れ
、
適
応
促
進
の
た
め
の
実
質
的
な
機
能
的
意
味
を
有
L
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
け
れ
ど

も
、
す
で
に
冒
頭
で
指
摘
し
た
ご
と
く
、

こ
う
し
た
プ
ラ
イ
マ
リ

I
で
パ

l
ソ
テ
ル
な
ネ
?
ト
ワ

l
ク
の
凝
集
性
の
故
に
、
当
該
移
住
者

は
そ
う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
内
集
団
を
形
成
し
、
結
果
と
し
て
社
会
参
加
が
阻
害
さ
れ
る
と
い
う
指
摘
が
あ
っ
た
。
移
住
者
の
都
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親
族
関
係
と
都
市
適
応
過
程

市
適
応
の
進
展
と
社
会
参
加
と
の
関
係
は
こ
の
よ
う
な
争
点
を
含
ん
で
い
る
。
本
節
で
は
、
こ
う
し
た
点
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
対
象

者
の
社
会
参
加
状
況
を
町
内
会
と
任
意
集
団
へ
の
加
入
を
中
心
に
み
て
お
こ
う
。

さ
て
町
内
会
は
、
一
般
的
に
半
強
制
的
加
入
で
あ
る
か
ら
、
加
入
そ
れ
自
体
よ
り
も
町
内
会
行
事
へ
の
参
加
状
況
を
尋
ね
る
方
が
本
節

の
ね
ら
い
に
即
応
す
る
も
の
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
町
内
会
行
事
へ
の
参
加
状
況
を
み
る
と
、
「
い
つ
も
参
加
」
(
三
五
克
)
、
「
時
々
参
加
」

(
一
一
二
%
)
、
「
参
加
し
な
い
」
(
三
三
%
)
と
な
り
、
ほ
ぼ
三
等
分
の
参
加
状
況
が
み
ら
れ
た
。
参
加
す
る
か
否
か
で
い
え
ば
、
参
加
率
は

六
六
%
に
な
る
。
町
内
会
行
事
を
個
別
に
細
分
化
す
る
と
、
参
加
率
は
そ
れ
ぞ
れ
変
化
す
る
が
、
こ
の
数
値
は
か
な
り
高
い
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
そ
こ
で
さ
ら
に
、
町
内
会
参
加
率
と
共
に
町
内
会
で
の
役
職
経
験
の
有
無
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
町
内
会
長
や
副
会
長
の
経
験

者
は
四
五
名
で
あ
り
、
全
体
と
し
て
、
な
ん
ら
か
の
役
職
を
経
験
し
た
(
し
て
い
る
)
と
い
う
意
味
で
の
役
職
経
験
率
は
六
二
%
と
な
っ

た
。
こ
の
数
値
も
先
の
町
内
会
行
事
参
加
率
と
同
様
に
、
や
は
り
か
な
り
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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と
こ
ろ
で
、
調
査
時
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
町
内
会
行
事
へ
の
参
加
状
況
を
、
移
住
時
点
と
比
較
し
て
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
た
か

を
設
問
し
た
と
こ
ろ
、
「
大
変
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」
(
四
三
%
〉
、
「
少
し
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」
三
六
万
)
、
「
変
わ
ら
な
い
」

(
三
O
M
)
、
「
参
加
し
な
い
よ
う
に
な
っ
た
」
(
一
O
%
)
と
い
う
結
果
、
が
え
ら
れ
た
。
移
住
時
点
に
比
べ
て
調
査
時
点
で
は
、
町
内
行
事

に
「
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
す
る
者
が
約
六
割
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
移
住
後
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
変
化
は
、
当
該
地
域
社
会

へ
の
適
応
の
進
展
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
町
内
で
の
葬
式
に
参
加
す
る
(
し
た
)
か
否
か
を
も
合
わ
せ
て
聞
い
た
結
果
、
参
加
し
な
い
(
し
な
か
っ
た
)
者
は
わ
ず
か
九

%
に
す
ぎ
ず
、
九
一
%
が
参
加
す
る
(
し
た
〉
と
し
て
い
る
。
不
幸
音
信
の
普
遍
的
性
格
が
強
く
う
か
が
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
流
動

性
の
高
い
都
市
社
会
を
考
え
る
時
、
こ
の
葬
式
参
加
率
も
、

町
内
会
行
事
参
加
率
、
町
内
会
役
職
経
験
率
と
並
ん
で
高
い
数
値
を
示
し
て



い
る
と
い
え
る
。

次
に
、
任
意
集
団
へ
の
加
入
を
み
て
み
よ
う
。
具
体
的
な
集
団
名
ま
で
確
認
し
え
て
い
な
い
が
、
任
意
集
団
に
五
九
名
(
二
九
克
)
が

加
入
し
、

一
四
六
名
(
七
一
克
)
が
未
加
入
で
あ
っ
た
。

(
却
)

ょ
う
で
あ
る
。

こ
の
加
入
率
は
、
他
の
類
似
の
調
査
に
比
べ
て
必
ず
し
も
低
い
と
は
い
え
な
い

つ
い
で
任
意
集
団
へ
の
加
入
者
に
つ
い
て
、

加
入
経
路
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

「
友
人
・
知
人
を
介
し
て
」
が
も
っ
と
も
多

く
二
コ
一
名
、

「
自
分
で
選
択
し
加
入
し
た
者
」

は
一
五
名
、

「
町
内
会
活
動
の
一
環
と
し
て
」

の
加
入
が
一

O
名、

「
親
族
を
介
し
て
」

t土

二
名
で
あ
っ
た
。

ま
た
こ
の
任
意
集
団
へ
の
加
入
は
移
住
後
何
年
目
で
あ
っ
た
か
を
確
か
め
る
と
、

一
O
年
以
内
の
ば
あ
い
が
三
二
%
で

あ
る
の
に
対
し
て
、

一
一
年
以
上
経
過
し
た
者
は
六
八
%
で
あ
り
、

居
住
年
数
の
長
い
者
に
加
入
者
が
圧
倒
的
に
多
く
み
ら
れ
た
。

任
意
集
団
へ
の
加
入
状
況
は
、
右
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
移
住
者
に
と
っ
て
任
意
集
団
へ
の
加
入
の
機
能
的
意
味
は
い
っ
た
い
何
か

を
、
集
団
加
入
に
よ
る
楽
し
さ
と
そ
の
内
容
と
し
て
さ
ら
に
問
う
て
み
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
「
楽
し
い
」
(
九
一
二
%
)
、

「
ど
ち
ら
と
も
い
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え
な
い
」
(
七
万
)
と
な
り
、

任
意
集
団
加
入
に
対
す
る
評
価
は
高
い
。

楽
し
さ
の
内
容
で
は
、
複
数
回
答
の
た
め
内
容
が
多
様
化
す
る

が
、
そ
の
中
で
「
社
交
性
、
が
広
が
る
」
(
二
五
ケ

I
ス)、

「
精
神
衛
生
に
よ
い
」
(
一
一
一
ケ

l
ス
)
が
目
立
つ
内
容
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
。

任
意
集
団
の
任
意
た
る
ゆ
え
ん
が
機
能
的
に
う
か
が
わ
れ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

比
率
が
み
ら
れ
た
。

山
村
か
ら
の
都
市
移
住
者
の
社
会
参
加
は
、
町
内
会
行
事
や
町
内
会
役
職
経
験
、
そ
し
て
葬
式
へ
の
参
加
に
み
る
よ
う
に
か
な
り
高
い

こ
れ
ら
に
比
べ
る
と
任
意
集
団
加
入
率
は
低
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
都
市
居
住
者
に
関
す
る
一
般
的
な
比
率
を
示
し

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
加
え
て
、
町
内
会
行
事
参
加
の
二
時
点
比
較
に
関
す
る
回
答
に
み
る
よ
う
に
、
移
住
後
の
時
間
的
経
過
に
と

も
な
い
、
行
事
参
加
が
増
大
し
た
と
す
る
者
が
大
変
多
か
っ
た
。

会
参
加
が
少
な
く
孤
立
化
す
る
と
い
う
命
題
は
、
あ
て
は
ま
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
移
住
者
は
移
住
先
に
お
け
る
都
市
社
会
で
の
社

む
し
ろ
移
住
先
に
お
い
て
も
、
村
落
的
生
活
様
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親
族
関
係
と
都
市
適
応
過
程

式
の
行
動
パ
タ
ー
ン
が
高
い
町
内
会
行
事
参
加
率
、
役
職
経
験
率
そ
し
て
葬
式
参
加
率
に
う
か
が
わ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
こ
で

@
当
該
対
象
者
の
属
性
、
@
移
住
経
路
と
移
住
単
位
、
そ
し
て
@
移
住
先
に
お
け
る
社
会
関
係
と
社
会
参
加
と
の
関
連
に
言
及
し
、
今
一

度
、
都
市
適
応
の
進
展
段
階
に
お
け
る
社
会
参
加
の
意
味
を
確
か
め
て
お
こ
う
。

@
@
@
の
各
項
目
と
社
会
参
加
と
の
関
連
は
、
残
念
な
が
ら
総
じ
て
統
計
的
に
有
意
な
結
果
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
唯
一
、
町
内
会
行

事
参
加
に
つ
い
て
余
市
町
、
小
樽
市
、
札
幌
市
の
各
移
住
先
と
の
関
係
に
お
い
て
有
意
差
が
み
ら
れ
た
に
す
ぎ
な
い
(
℃
〈
・
0
H
)
。

ち
、
小
樽
市
へ
の
移
住
者
は
他
の
二
地
域
に
比
べ
て
「
参
加
し
な
い
」
者
の
比
率
が
高
か
っ
た
。
断
定
は
し
が
た
い
が
、

す
な
わ

こ
れ
は
小
樽
市

の
ば
あ
い
、
他
地
域
に
比
べ
て
対
象
者
の
性
別
に
偏
り
が
み
ら
れ
、
男
性
の
構
成
比
率
が
高
い
こ
と
に
起
因
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。
都
市
社
会
の
ば
あ
い
、
概
し
て
既
婚
女
性
は
既
婚
男
性
よ
り
町
内
会
行
事
へ
の
参
加
は
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

対
象
者
の
年
齢
や
、
挙
家
移
住
か
否
か
、
移
住
先
に
お
け
る
頼
り
・
頼
ら
れ
る
関
係
に
あ
る
親
族
や
友
人
・
知
人
、
そ
し
て
近
隣
の
存
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在
に
よ
っ
て
、
社
会
参
加
状
況
は
異
な
る
の
で
は
な
い
か
、

と
当
初
想
定
し
た
が
、

こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
有
意
な
結
果
は
え
ら
れ
な
か
っ
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ふ
れ

つ
ま
り
そ
れ
だ
け
、

こ
れ
ま
で
言
及
し
た
対
象
者
の
社
会
参
加
状
況
は
、
各
項
目
に
よ
る
特
定
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
少
な
い
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

(2) 

出
身
地
と
の
社
会
的
接
触

す
で
に
冒
頭
で
言
及
し
た
ご
と
く
、
移
住
者
の
都
市
社
会
へ
の
適
応
に
関
し
て
、
出
身
地
と
の
社
会
的
接
触
が
多
い
ば
あ
い
、
移
住
先

こ
れ
は
移
住
者
が
移
住
後
も
、
出
身
地
と
の
社
会
的
接
触
を
保
つ
こ
と
に

よ
っ
て
、
出
身
地
と
の
一
体
感
を
保
持
し
、
移
住
先
に
お
い
て
呉
邦
人
に
と
ど
ま
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
先
の
社
会
参
加

の
地
域
社
会
へ
の
適
応
が
阻
害
さ
れ
る
と
い
う
主
張
が
あ
る
。

の
意
味
を
深
め
る
た
め
に
、
社
会
参
加
状
況
を
出
身
地
と
の
社
会
的
接
触
に
関
連
づ
け
で
考
察
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
に
な
る
。

さ
ら
に



次
項
で
言
及
す
る
離
村
(
都
市
移
住
)

か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
の
評
価
及
び
定
住
意
識
に
こ
の
出
身
地
と
の
社
会
的
接
触
が
、
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
っ
て
い
る

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
出
身
地
と
の
社
会
的
接
触
が
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る
か
を
ま

ず
明
ら
か
に
し
よ
う
。

調
査
時
に
出
身
地
へ
日
頃
「
帰
郷
す
る
」
と
回
答
し
た
者
は
一
八
一
名
(
九

O
M
)
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
「
帰
郷
し
な
い
」
と
し
た

者
は
二
一
名
(
一

O
Z
)
で
あ
っ
た
。
帰
郷
し
な
い
理
由
と
し
て

「
親
族
が
い
な
い
」
(
九
ケ

i
ス)、

「
友
人
・
知
人
が
い
な
い
」
(
二
ケ

ー
ス
)
、

「
そ
の
他
」
(
五
ケ
1

ス
)
と
な
っ
た
。
移
住
時
で
は
、
「
帰
郷
し
な
い
」
と
答
え
た
者
は
三

O
名
で
あ
っ
た
か
ら
、
調
査
時
で
は

帰
郷
す
る
者
が
若
干
増
え
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
移
住
時
と
調
査
時
に
つ
い
て
、
各
一
年
間
に
お
け
る
平
均
帰
郷
回
数
を
み
る
と
、
移
住

「
去
る
者
は
日
々
に
疎
し
」
と
は
、

調
査
時
は
九
・
四
回
と
な
っ
て
い
る
。

必
ず
し
も
な
っ
て
い

時
が
九
・
三
回
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

右
の
帰
郷
状
況
を
さ
ら
に
特
定
化
す
る
た
め
に
、
調
査
時
点
よ
り
過
去
半
年
聞
に
お
け
る
帰
郷
の
有
無
と
、
必
ず
し
も
期
聞
を
設
定
し

て
い
な
い
が
、
個
々
の
帰
郷
機
会
の
有
無
と
を
尋
ね
た
。
そ
の
結
果
、
七
一
%
の
者
が
過
去
半
年
聞
に
実
際
、
帰
郷
し
て
お
り
、
二
九
%

-153ー

:
、
。

チ
ん
、
L
V

が
帰
郷
し
て
い
な
か
っ
た
。

個
々
の
帰
郷
機
会
に
つ
い
て
は
、
表
8
に
み
る
よ
う
に
主
な
帰
郷
機
会
を
設
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
帰
郷
の
有
無
と
と
も
に
、
帰

郷
す
る
や
は
あ
い
に
つ
い
て
は
定
期
的
か
否
か
を
確
認
す
る
よ
う
に
心
が
け
た
。

そ
こ
で
単
純
に
帰
郷
を
定
期
的
に
し
て
い
る
か
否
か
を
全

体
と
し
て
ま
ず
み
る
と
、
約
半
数
の
九
七
名
が
定
期
的
に
帰
郷
し
て
い
た
。
つ
い
で
帰
郷
機
会
と
し
て
祝
日
・
休
日
に
定
期
的
に
帰
郷
す

る
者
は
わ
ず
か
三
ケ
l
ス
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
表
の
上
段
に
示
し
た
帰
郷
機
会
、
す
な
わ
ち
盆
、
墓
参
り
、
正
月
、
暮
、

カ
ル
デ
ラ
祭
り
、
農
繁
期
の
手
伝
い
の
七
つ
の
機
会
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
は
か
な
り
多
く
の
定
期
的
帰
郷
、
が
み
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
機
会

北
大
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の
う
ち
盆
、
墓
参
り
、

正
月
は
定
期
的
な
帰
郷
の
ベ
ス

ト
・
ス
リ
ー
と
な
っ
て
い
る
。
民
族
大
移
動
と
形
容
さ
れ

る
帰
省
ラ
ッ
シ
ュ
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
こ
の
コ
一
つ
に
重

な
る
。

と
こ
ろ
で
、
定
期
的
か
否
か
を
問
わ
ず
、
帰
郷
の

有
無
の
重
要
な
他
の
機
会
は
表
中
下
段
に
示
し
た
機
会
で

あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

つ
ま
り
フ
ォ
ー
マ
ル
で
義

理
を
果
た
す
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
葬
式
、
法
事
、
結
婚

式
、
病
気
見
舞
と
い
っ
た
機
会
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
れ
ら

の
機
会
に
帰
郷
す
る
と
回
答
す
る
者
は
少
な
く
な
い
。

ち
な
み
に
表
9
に
よ
り
、
帰
郷
機
会
各
項
目
に
つ
い
て
、

「
定
期
的
に
帰
郷
す
る
」
、
「
不
定
期
的
に
帰
郷
す
る
」
、
「
帰

機会別帰郷の有無

¥ζ二~¥~ ¥¥~  帰郷する 帰郷
定期的|不定期

しない

盆 49.5 9.7 40.8 

基 参 35.7 11.2 53.1 

正 月 26.0 15.3 58.7 

募 12.2 12.2 75.5 

カノレデラ祭り 11.7 25.5 62.8 

農繁期の手伝い 9.7 13.3 77.0 

秋の神社の祭り 6.6 13.2 80.1 

祝日・休日 1.5 25.0 73.5 

5~ 式 53.1 46.9 

法 事 52.6 47.4 

京li 橋 式 45.9 54.1 

病気見舞 42.3 57.7 

出産見事F 34.7 65.3 

気がむいた時 55.3 44.7 

表中，数値はパーセント。N=196 
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表8

(注)

回
数
を
み
る
と
、
分
散
分
析
を
試
み
た
結
果
、

「
農
繁
期
の
手
伝
い
」

の
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
毎
(
但
し
表
9
の
帰
郷
回
数
を
示
し
た
下
段
五
つ
の
機
会
は
、
後
者
二
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
)
に
帰
郷

を
除
い
て
、
他
の
機
会
は
、
「
定
期
的
」
「
不
定
期
的
」
「
帰
郷
し
な

郷
し
な
い
」

い
」
の
順
で
帰
郷
回
数
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
当
該
の
機
会
に
定
期
的
に
帰
郷
す
る
者
は
、

不
定
期
的
に
帰
郷
す
る
者
よ
り

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

も
、
さ
ら
に
当
該
の
機
会
は
帰
あ
な
い
と
す
る
者
よ
り
は
ト
ー
タ
ル
と
し
て
の
帰
郷
回
数
は
多
い
、

つ
い
で
、
右
に
み
た
帰
郷
回
数
の
多
寡
と
対
象
者
の
主
な
属
性
、
移
住
経
路
、
移
住
単
位
、
出
身
地
に
お
け
る
親
族
の
有
無
、
調
査
時

点
よ
り
過
去
一
年
間
に
お
け
る
出
身
地
か
ら
の
訪
問
者
の
有
無
、
移
住
先
に
お
け
る
社
会
関
係
パ
タ
ー
ン
と
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
み
た



機会別帰郷回数

て之と ¥¥¥ 
帰 郷する

定期的|不定期
帰郷しない

ゴ~→ì;: 13.4 5.8 4.6*** 

墓 参 り 14.1 12.1 5.2*** 

正 月 16.6 14.3 4.6*** 

暮 19.0 15.5 6.7料水

カルデラ祭り 13.6 12.6 7.1'1ド

農繁期の手伝い 16.2 22.6 6.2*キ*

秋の神社の祭り 24.1 18.1 6.6**ホ

祝日・休日 37.7 14.7 6.8*** 

葬 ，，1(; 11.8 6.6*'1 

法 事 11.9 6.5** 

結 古書 式 13.0 6.1**本

病 気見舞 14.5 5.6*料

出産見舞 16.0 5.9ネキ*

気がむいた時

表9
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(注)表中，数値は回数を示す。但し回数は 1年間について尋ねた。以下，同
様。料、 pく.01 料ヤ p<.OOl

と
こ
ろ
、

か
な
り
の
項
目
に
、
有
意
な
結
果
が
え
ら
れ

た

こ
れ
ら
に
つ
い
て
整
理
し
た
の
が
表
日
で
あ
る
。

表
に
示
し
た
よ
う
に
、
調
査
時
点
で
は
、
調
査
時
の
年

齢
、
移
住
先
、
挙
家
型
か
否
か
、
そ
し
て
出
身
地
か
ら

の
訪
問
者
の
有
無
の
四
項
目
に
お
い
て
、

ま
た
移
住
時

占
…
で
は
、

学
歴
、
移
住
先
、
離
村
年
次
、
直
接
移
住
か

否
か
、
移
住
先
に
お
け
る
親
族
の
有
無
の
五
項
目
に
お

い
て
そ
れ
ぞ
れ
帰
郷
回
数
に
有
意
差
が
み
ら
れ
た
。
前

者
の
調
査
時
点
に
つ
い
て
い
え
ば
、
帰
郷
回
数
は
、
年

-155ー

齢
の
若
い
者
、

出
身
地
に
近
い
移
住
先
の
者
、

「
非
挙

家
型
」

の
移
住
者
、
そ
し
て
出
身
地
か
ら
の
訪
問
者
を

過
去
半
年
間
に
有
し
た
者
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
多
く

み
ら
れ
た
。
後
者
の
移
住
時
点
で
は
、
学
歴
の
高
い

者
、
出
身
地
に
近
い
移
住
先
の
者
、
離
村
年
次
が
新
し

移
住
先
に
親
族
を
有

し
た
者
に
そ
れ
ぞ
れ
帰
郷
回
数
が
多
く
み
ら
れ
た
。

い
者
、

「
直
接
型
」

の
移
住
者
、

以
上
の
ご
と
き
帰
郷
状
況
の
検
討
に
加
え
て
、
帰
郷
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時点別項目別帰郷回数

年 齢 21 歳~39 歳 14.2 

40 ~49 7.9 

調
50 ~59 10・5*

60歳以上 6.0 

移 住 先 余 市 13.5 

査 樽 9.7** 

キL 悦 5.9 

挙家一 i挙 家

時 非挙家 10.3キ

料川村カらの「 有

告書 4.3*** 

学 歴 尋常小・尋常高小 7.0 

!日 制 中 学 2.7 

新 制 中 学 9.4** 

新 制l 高 校 17.2 

離 新 iIiIJ 大 A寸U司与 20.0 

移 住 先 余 市 13.0 

キオ 1尊 10.0キ

キL 腕 6.0 

移
離村(移住)年次 昭和戦前期以前 1.3 

昭和21~昭和29 10.7 

昭和30~昭和34 5.5*** 

住 昭和35~昭和39 11.0 

昭和40~昭和49 14.9 

昭和50~ 15.0 

時
接

由 6.8お

有

告告 5.8キ

*** p<.OOl 料 p<.Ol

f
h
v
 

表 10

でそ二ご一

* p<.05 

し
か
し
、
帰
郷
回
数
が
多
い
者
は
少
な
い
者
に
比
べ
て
、
当
該
移
住
先
の
社

会
に
お
け
る
社
会
参
加
が
少
な
い
と
い
う
結
果
は
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
出
身
地
か
ら
の
訪
問
者
が
過
去
半
年
間
に
あ
っ
た
者
は
、
な

回
数
と
社
会
参
加
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
分
析
し
て
み
た
。

か
っ
た
者
に
比
べ
て
社
会
参
加
が
少
な
い
と
い
う
結
果
も
見
出
さ
れ
な
か
っ
た
。

か
て
て
加
え
て
、
出
身
地
に
親
族
が
い
る
者
は
、

こ
う
し
た
結
果
か
ら
す
る
と
、
移
住
者
の
出
身
地
と
の
頻
繁
な
社
会
し、

な

い
者
に
比
べ
て
社
会
参
加
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
で
も
な
か
っ
た
。



的
接
触
|
こ
れ
を
出
身
地
に
お
け
る
残
留
家
族
成
員
や
親
族
成
員
と
の
強
い
結
合
と
い
う
一
種
の
フ
ァ
ミ
リ
ズ
ム
、
出
身
地
へ
の
ア
タ
ッ

チ
メ
ン
ト
や
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
、
と
表
わ
す
こ
と
が
で
き
る
ー
が
移
住
先
の
社
会
参
加
を
阻
害
し
て
い
る
と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い
と
い
う

こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

出
身
地
と
の
関
連
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
都
市
適
応
の
進
展
段
階
凶
は
、
次
項
の
離
村
(
都
市
移
住
)

に
対
す

る
評
価
、
定
住
意
識
に
結
局
は
集
約
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(3) 

離
村
(
都
市
移
住
)

の
評
価
と
定
住
意
識

離
村
(
都
市
移
住
〉

に
対
す
る
評
価
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
調
査
時
に
お
け
る
も
の
で
あ
る
、
が
、
都
市
適
応
の
進
展
段
階
を
考
え
る

時
、
総
括
的
な
一
つ
の
基
準
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
移
住
者
に
と
っ
て
の
都
市
適
応
の
進
展
段
階
に
お
け
る
総
合
的

評
価
は
、
移
住
者
が
離
村
(
都
市
移
住
)
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
か
に
よ
っ
て
捉
え
直
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら

で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
離
村
に
関
す
る
評
価
の
延
長
線
上
に
定
住
意
識
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
定
住
意
識
は
た
ん
に
、
当
該
移
住
先
に
将

-157ー

来
、
住
み
続
け
る
と
い
う
定
住
意
向
の
み
な
ら
ず
、
定
住
意
識
を
も
っ
と
い
う
こ
と
が
、
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
か
か
わ
ら
ず
、

ま
た
ど

の
よ
う
な
適
応
状
態
で
あ
る
に
せ
よ
、
当
該
社
会
に
適
応
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
自
己
規
定
の
投
影
を
意
味
し
て
い
る
よ
う
に
受
け
と

め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
移
住
者
に
と
っ
て
の
定
住
意
識
は
、
都
市
適
応
の
進
展
段
階
に
お
い
て
、
離
村
(
都
市
移
住
)

の
評
価
に
関
連

し
て
こ
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
図
1
に
示
す
よ
う
に
、
。
離
村
(
都
市
移
住
)

の
評
価
と
、
@
定
住
意
識

と
は
、
@
出
身
地
に
お
け
る
離
村
(
移
住
)
前
の
生
活
に
関
す
る
満
足
感
、
⑮
移
住
時
の
生
活
と
移
住
前
に
お
け
る
生
活
と
の
く
い
違
い

感
、
に
か
か
わ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
こ
れ
ら
四
者
の
布
置
関
係
を
想
定
し
て
み
た
。

図
に
即
し
て
言
う
と
、

④
離
村
(
移
住
)
前
の
生
活
に
関
す
る
満
足
意
識
は
「
満
足
し
て
い
た
」
(
コ
一
二
%
)
、

「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な

い
」
(
コ
一

O
Z
)、
「
不
満
足
」
(
三
八
%
)
、

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
意
識
を
さ
ら
に
、

満
足
と
不
満
足
の
内
容
と
し
て
尋
ね
た
結
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曲
目
司
世
間

hm
行
濁
J
「
N
V
M
州
議
出
周
回

δ
訪
問
忠
誠

果
、
プ
ラ
ス
評
価
と
し
て
五
八
ケ
l
ス

(
四
四
%
)
、

マ
イ
ナ
ス
評
価
と
し
て
七
五
ケ

l
ス

(
五
六
%
)
が
そ
れ
ぞ
れ
確
認
し
え
た
。

日IJ

者
の
内
容
は
「
経
済
生
活
」
(
一
八
ケ

l
ス)、

「
そ
の
他
」
つ
一
六
ケ

l
ス
)
が
、
そ
し
て
後
者
で
は
「
経
済
生
活
」
(
五

O
ヶ
l
ス)、

「
仕
事
」
(
一
七
ケ
l
ス
)
が
そ
れ
ぞ
れ
主
に
あ
げ
ら
れ
た
。
満
足
に
関
す
る
プ
ラ
ス
評
価
の
内
容
よ
り
は
、

不
満
足
に
関
す
る
マ
イ
ナ
ス

-158ー

評
価
、
と
く
に
「
経
済
生
活
」

に
関
す
る
不
満
が
つ
き
だ
さ
れ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

⑮
移
住
時
の
生
活
を
移
住
前
に
想
定
し
て
い
た
も
の
と
比
較
し
、
両
者
の
く
い
違
い
を
問
う
た
結
果
、

そ
れ
は
「
く
い
違
っ
て
い
た
」

(
三
五
%
)
、

「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
会
二
%
)
、

「
想
像
し
て
い
た
通
り
」
(
一
一
一
四
%
)
、
と
な
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
く
い
違
い
が
み

ら
れ
た
ば
あ
い
に
つ
い
て
、

そ
の
内
容
を
や
は
り
プ
ラ
ス
評
価
と
マ
イ
ナ
ス
評
価
と
に
分
け
て
み
る
と
、
前
者
は
わ
ず
か
一
九
ケ

l
ス

(
二
六
%
)
、
後
者
は
五
三
一
ケ
l
ス

事
」
(
五
ケ
l
ス
)
、
「
人
間
関
係
」
(
四
ケ
l
ス
)
が
あ
げ
ら
れ
、

(
七
四
%
)
と
な
っ
た
。

そ
し
て
プ
ラ
ス
評
価
の
内
容
と
し
て
は
「
経
済
生
活
」
(
九
ケ
l
ス)、

「仕

マ
イ
ナ
ス
評
価
の
内
容
と
し
て
は
「
人
間
関
係
」
(
一
一
一
ケ
l
ス〉、

「
経
済
生
活
」
(
一
五
ケ
l
ス)、

「
仕
事
」
(
一
一
ニ
ケ

l
ス
)
と
な
り
、
く
い
違
い
感
に
お
い
て
も
マ
イ
ナ
ス
評
価
が
鮮
明
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
@
離
村
(
都
市
移
住
〉

の
評
価
に
関
し
て
は
、

「
よ
か
っ
た
」
(
八
四
%
)
、

「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
(
一
五
%
)
、

「
悪
か



っ
た
(
一
広
)
と
な
っ
た
。
先
に
示
し
た
⑮
の
く
い
違
い
感
に
お
け
る
マ
イ
ナ
ス
評
価
か
ら
す
る
と
、
離
村
(
都
市
移
住
)
評
価
に
お
け

る
「
悪
か
っ
た
」
と
い
う
選
択
肢
が
も
う
少
し
多
い
も
の
と
予
想
さ
れ
た
が
、
プ
ラ
ス
評
価
が
こ
の
よ
う
に
圧
倒
的
に
な
っ
て
い
る
。
そ

の
点
@
の
プ
ラ
ス
評
価
は
、
④
の
マ
イ
ナ
ス
一
評
価
の
裏
返
し
の
表
現
と
受
け
と
る
こ
と
が
で
き
興
味
深
い
。
こ
う
し
た
離
村
(
都
市
移

住
)
に
関
す
る
プ
ラ
ス
評
価
は
、
@
定
住
意
識
に
お
い
て
決
定
的
と
な
る
。

四
名
l
九
二
%
)
と
い
う
定
住
指
向
が
、

す
な
わ
ち
「
移
住
先
に
今
後
ず
っ
と
住
み
続
け
る
」

'" 
/¥ 

「
将
来
移
動
す
る
(
但
し
分
ら
な
い
も
の
を
も
含
む
)
」

(
一
七
名
l
八
万
)
と
い
う
移
動
指
向

を
圧
倒
的
に
凌
賀
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
も
後
者
の
ば
あ
い
、
出
身
地
へ
の
回
帰
移
住
の
意
志
表
示
を
し
た
者
は
わ
ず
か
四
ケ
l

ス
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

か
く
し
て
、
図
1
の
④
に
お
け
る
不
満
指
向
@
(
⑪
を
含
み
う
る
)
↓
⑮
の
一
致
指
向
@
(
⑪
を
含
み
う
る
)
↓
@
に
お
け
る
プ
ラ
ス
評

価
指
向
@
↓
⑮
の
定
住
指
向
@
へ
と
つ
な
が
る
意
識
構
造
が
、
調
査
時
に
お
け
る
都
市
適
応
の
進
展
段
階
の
総
体
的
評
価
を
示
し
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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む

す

び

都
市
化
の
ミ
ク
ロ
的
側
面
に
お
け
る
社
会
学
的
テ

l
マ
の
一
つ
と
し
て
標
題
が
設
定
さ
れ
た
。
従
来
の
考
察
に
お
い
て
、
指
摘
さ
れ
る

割
に
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
諸
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
こ
こ
で
は
ま
ず
、
出
身
地
の
親
族
と
移
住
先
の
親
族
と
を
そ
れ
ぞ
れ

取
り
上
げ
た
。
あ
わ
せ
て
都
市
適
応
は
、
相
対
的
で
あ
り
、
か
つ
時
間
的
経
緯
に
よ
っ
て
変
化
し
う
る
も
の
と
考
え
た
か
ら
、
適
応
過
程

を
移
住
時
に
お
け
る
適
応
の
初
期
段
階
と
、
移
住
時
か
ら
調
査
時
に
至
る
適
応
の
進
展
段
階
と
に
区
分
し
、
雨
時
点
聞
を
視
野
に
入
れ
た

北
大
文
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親
族
関
係
と
都
市
適
応
過
程

適
応
の
諸
相
に
言
及
し
た
。

適
応
の
諸
相
を
通
じ
て
、
出
身
地
及
び
移
住
先
の
両
地
域
に
お
け
る
親
族
が
、
二
時
点
聞
の
適

応
段
階
に
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
機
能
的
意
味
を
有
し
た
か
を
、
す
で
に
検
討
し
た
分
析
結
果
に

照
ら
し
て
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
と
し
て
示
す
と
、

図
2
の
よ
う
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
図
中

O
印
は
肯

一
印
は
論
理
的
に
は
考
え
ら
れ
る
が
、
実
際

定、

×
印
は
否
定
、

ム
印
は
肯
定
と
否
定
の
両
者
、

に
は
少
な
い
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
意
味
し
て
い
る
。

な
お
初
期
段
階
は
、
本
文
中
に
お
い
て
す
で
に

言
及
し
た
ご
と
く
、

こ
の
段
階
に
離
村
(
移
住
)

の
意
志
決
定
や
移
住
先
の
都
市
選
択
を
含
み
う

る
と
考
え
て
設
定
し
て
い
る
。

一
印
を
除
く
各
セ
ル
に
つ
い
て
若
干
の
説
明
を
加
え
る
と
、
親
族
関
係
の
都
市
適
応
促
進
機
能

は
、
都
市
の
親
族
に
関
し
て
適
応
の
初
期
段
階
と
進
展
段
階
の
両
者
に
見
出
さ
れ
る
。
と
く
に
そ
一

れ
は
、
初
期
段
階
の
セ
ル

3
に
も
っ
と
も
あ
て
は
ま
る
。

、子二l促進的l自書留
出身地
の親族

移住先

の親族 進展段階140 

都市適応のマトリックス図2
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こ
の
初
期
段
階
で
は
、
移
住
先
の
都
市
選
択
そ
れ
自
体
に
お
い
て
家
族
・
親
族

が
介
在
し
た
り
、
移
住
時
の
住
宅
や
職
業
の
紹
介
と
世
話
に
関
し
て
家
族
・
親
族
を
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
す
る
比
率
が
高
か
っ
た
。
し
か
も
こ

う
し
た
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
有
す
る
者
は
、
移
住
に
伴
う
不
安
意
識
を
も
つ
も
の
が
少
な
か
っ
た
。
セ
ル

4
は
、
第
二
節
で
示
し
た
よ
う
に
、

移
住
時
に
比
べ
て
調
査
時
で
は
、
当
該
都
市
地
域
に
お
け
る
婚
姻
関
係
の
成
立
に
よ
り
、
配
偶
者
の
親
族
関
係
及
び
他
出
子
の
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
拡
大
が
み
ら
れ
た
か
ら
、
都
市
適
応
の
促
進
的
機
能
の
一
側
面
を
示
す
も
の
と
み
な
し
う
る
。

ル
6
で
は
、
出
身
地
に
親
族
、
が
い
る
者
程
、

他
方
、
親
族
関
係
の
都
市
適
応
の
抑
制
的
な
い
し
阻
害
的
機
能
は
、
出
身
地
に
お
け
る
親
族
に
関
し
て
一
部
み
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
セ

ま
た
出
身
地
か
ら
の
訪
問
者
を
有
す
る
者
程
不
安
意
識
を
も
っ
者
が
多
い
と
い
う
こ
と
が
見



出
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

セ
ル

5
は
、
本
稿
に
お
い
て
は
直
接
言
及
し
な
か
っ
た
が
、
す
で
に
旧
稿
に
お
い
て
、

ケ
ー
ス
数
は
少
な
い
け

れ
ど
も
、
離
村
(
移
住
)
の
意
志
決
定
に
際
し
て
出
身
地
の
家
族
・
親
族
に
反
対
者
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
か
ら
、

念
頭
に
お
い
て
表
示
し
た
。
な
お
移
住
先
に
お
け
る
親
族
に
つ
い
て
、
都
市
適
応
の
抑
制
的
な
い
し
臨
害
的
機
能
は
、
移
住
者
の
社
会
参

こ
の
こ
と
を

加
状
況
で
は
否
定
さ
れ
た
。

以
上
に
み
る
よ
う
に
、
都
市
移
住
者
に
お
け
る
親
族
関
係
の
都
市
適
応
の
プ
ラ
ス
、

な
結
果
の
も
つ
意
味
を
い
く
つ
か
指
摘
し
む
す
び
に
か
え
た
い
。

マ
イ
ナ
ス
両
機
能
が
確
認
さ
れ
た
が
、
こ
の
よ
う

ま
ず
第
一
に
、
移
住
先
に
お
け
る
親
族
で
は
、
適
応
過
程
の
初
期
段
階
と
進
展
段
階
の
両
段
階
に
お
い
て
適
応
の
促
進
機
能
が
認
め
ら

れ
た
も
の
の
、
抑
制
的
な
い
し
阻
害
的
な
機
能
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

い
わ
ゆ
る
ア
l
バ
ニ
ズ
ム
批
判
と
し
て
の
意
味
が
明
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確
に
な
っ
た
こ
と
。

つ
ま
り
、
単
に
都
市
住
民
の
日
常
生
活
の
社
会
関
係
に
お
い
て
占
め
る
親
族
関
係
の
量
及
び
、
そ
れ
ら
親
族
の
互
助

的
機
能
、
社
会
的
機
能
、
情
緒
的
機
能
等
の
事
実
発
見
的
意
味
に
と
ど
ま
ら
ず
、
時
間
的
経
緯
を
ふ
ま
え
た
二
時
点
聞
の
適
応
過
程
に
関

す
る
適
応
の
諸
相
を
通
じ
て
、
親
族
関
係
の
都
市
適
応
促
進
機
能
が
明
ら
か
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
都
市
化
に
伴
う
第
一
次
的
関
係
の

衰
退
よ
り
は
む
し
ろ
当
該
関
係
の
量
的
拡
大
は
も
と
よ
り
積
極
的
な
適
応
促
進
機
能
が
確
認
さ
れ
た
。

第
二
に
、
都
市
移
住
者
は
一
方
に
お
い
て
、
都
市
適
応
を
ス
ム
ー
ズ
に
促
進
す
る
た
め
に
、
親
族
に
加
え
て
友
人
・
知
人
と
い
っ
た
パ

ー
ソ
ナ
ル
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
な
が
ら
も
、
他
方
に
お
い
て
移
住
後
は
そ
う
し
た
関
係
の
相
対
的
位
置
の
軽
減
を
は
か
り
つ
つ
、

「
自
立
化
」

の
過
程
を
示
じ
た
。
こ
の
自
立
化
の
過
程
は
、
都
市
的
生
活
様
式
の
獲
得
過
程
を
意
味
し
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

第
三
に
、
第
一
と
第
二
は
、
基
本
的
に
個
人
レ
ベ
ル
の
適
応
を
前
提
に
し
た
意
味
を
有
す
る
。
家
族
な
い
し
世
帯
レ
ベ
ル
で
い
え
ば
、

対
象
者
に
は
挙
家
離
村
家
族
、
が
六
九
名
含
ま
れ
て
い
た
し
、
出
身
家
族
の
主
な
生
業
形
態
と
し
て
非
農
家
が
六

O
名
で
あ
っ
た
の
に
対
し

北
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親
族
関
係
と
都
市
適
応
過
程

て
、
専
業
農
家
は
九
八
名
、
兼
業
農
家
が
四
七
名
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
に
加
え
て
移
住
後
に
結
婚
し
た
者
が
一
四
四
名
あ
っ
た
こ
と
を
考

え
あ
わ
せ
る
と
、
都
市
適
応
過
程
は
、
農
村
家
族
か
ら
都
市
家
族
へ
の
変
容
過
程
で
あ
り
、
か
つ
ま
た
都
市
家
族
の
形
成
過
程
で
も
あ

か
わ
る
で
あ
ろ
う
。

る
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
出
身
地
に
お
け
る
高
齢
者
世
帯
お
よ
び
出
身
地
に
残
留
す
る
老
親
の
扶
養
は
、
こ
の
点
と
深
く
か

yγ
も、 第
四
に
、
都
市
適
応
過
程
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
移
住
後
に
焦
点
が
据
え
ら
れ
て
い
る
し
、
都
市
の
側
に
立
場
が
置
か
れ
て
い
る
け
れ

そ
れ
は
都
市
移
住
者
が
出
身
地
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
う
る
の
か
を
問
う
機
会
を
与
え
て
い
る
の
で
は
な
か

か
に
離
村
(
移
住
)
を
高
く
4

評
価
す
る
者
が
多
く
、

ろ
う
か
。
と
い
う
の
も
n

移
住
者
は
移
住
後
に
お
い
て
も
、
出
身
地
と
の
社
会
的
接
触
の
機
会
を
多
く
有
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

た
L 

し
か
も
移
住
先
に
定
住
す
る
指
向
を
も
っ
者
が
圧
倒
的
で
あ
っ
た
。
加
え
て
回
帰
移

住
を
考
え
る
人
は
ご
く
少
数
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
出
身
地
に
と
っ
て
都
市
移
住
者
は
、
出
身
地
と
の
社
会
的
交
流
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を
保
ち
つ
つ
、
残
留
す
る
成
員
の
さ
ら
な
る
都
市
移
住
へ
の
導
き
手
に
な
る
の
か
、
そ
れ
と
も
過
疎
地
の
再
編
の
た
め
の
媒
介
者
に
な
り

う
る
の
か
、

は
た
ま
た
呉
邦
人
へ
の
道
を
歩
む
の
か
、
と
っ
た
課
題
へ
の
接
近
可
能
性
の
意
味
を
有
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(
注
)

(

1

)

も
っ
と
も
ア
メ
リ
カ
国
内
の
農
山
村
か
ら
都
市
へ
の
移
住
者
研
究

は
、
一
九
二

0
年
代
後
半
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
そ
こ

で
は
都
市
移
住
者
の
属
性
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
こ
こ
で
い
う
適
市
適
応
過
程
と
は
や
は
り
質
を
異
に
し
て

い
る
。
一
例
を
あ
げ
る
と
農
村
で
は
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は
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親
族
関
係
と
都
市
適
応
過
程

は
そ
れ
ぞ
れ
二
五
三
五
九
人
、
一
六
四
四
七
二
人
、
一
六
七
回
八
三
光

O
人
で
あ
る
。
(
但
し
、
余
市
町
と
小
樽
市
は
そ
れ
ぞ
れ
三
月
末
日
)

(
日
〉
「
経
由
型
」
に
つ
い
て
、
平
均
経
由
回
数
は
二
・
八
回
で
あ
る
。
一
回

の
み
の
経
由
者
は
三
七
%
、
二
回
は
二
六
%
、
三
回
以
上
は
三
七
%
い

た
。
三
回
以
上
の
三
二
名
で
は
、
七
回
以
上
の
者
が
一
五
名
い
た
。

(
ロ
〉
五
%
有
意
水
準
は
「
直
接
型
」
か
否
か
、
出
身
家
族
の
階
層
の
変
数

項
目
に
、
一
%
有
意
水
準
は
性
別
、
離
村
一
(
移
住
)
時
に
有
職
か
否
か
、

出
身
家
族
の
生
業
形
態
の
各
項
目
に
そ
れ
ぞ
れ
み
ら
れ
た
。

〈
日
)
離
村
(
移
住
)
時
年
齢
を
加
え
る
と
、
一
七
項
目
に
な
る
。
こ
れ
ら

の
変
数
項
目
は
、
次
節
以
降
に
お
い
て
も
く
り
返
し
言
及
す
る
か
ら
示

し
て
お
く
。
移
住
経
路
と
し
て
「
直
接
型
」
か
「
経
由
型
」
か
、
個
別

出
身
集
落
、
移
住
先
|
余
市
町
、
小
樽
市
、
札
幌
市

l
の
一
一
一
項
目
、
移

住
者
の
主
な
属
性
と
し
て
性
別
、
離
村
(
移
住
)
時
年
齢
、
学
歴
、
離

村
(
移
住
〉
時
に
有
職
か
否
か
、
婚
姻
上
の
地
位
、
定
位
家
族
に
お
け

る
続
柄
、
出
身
家
族
(
定
位
家
族
〉
の
主
な
生
業
、
出
身
家
族
の
階
層

(
評
価
)
、
出
身
家
族
の
形
態
、
離
村
〈
移
住
)
時
の
出
身
家
族
の
発
達

段
階
の
一

0
項
目
、
移
住
単
位
と
し
て
「
挙
家
型
」
か
否
か
の
一
項
目
、

そ
の
他
と
し
て
離
村
(
移
住
)
理
由
、
移
住
先
の
選
択
理
由
、
離
村

(
移
住
)
時
に
当
該
の
移
住
先
に
お
け
る
親
族
の
有
無
の
一
一
一
項
目
、
で

あ
る
。
有
意
な
結
果
が
得
ら
れ
た
各
項
目
の
有
意
水
準
を
一
応
示
し
て

お
く
と
、
挙
家
か
否
か
な
八
・
0
印
)
、
離
村
(
移
住
)
時
に
有
職
か
否
か

(司八・

8)、
移
住
先
(
司
八
・
0
H
)
、
未
婚
か
否
か
な
八
・

2)、
離
村
(
移
住
)

出
身
(
定
位
)
家
族
の
主
な
生
業
形
態
(
司
〈

時
の
年
齢
(
℃
〈
・
C
C
H
て

・0
0
乙
で
あ
っ
た
。

(

M

)

ち
な
み
に
、
対
象
者
の
通
婚
簡
を
配
偶
者
の
出
身
地
か
ら
確
認
し
て

お
く
。
未
婚
と
暖
妹
な
者
を
除
く
一
八
九
名
に
つ
い
て
み
る
と
、
配
偶

者
が
対
象
者
と
同
じ
赤
井
川
村
で
あ
る
者
が
一
九
%
、
小
樽
市
|
一
七

%
、
余
市
町
|
一
五
%
、
札
幌
市
|
一
三
%
、
赤
井
川
村
に
隣
接
す
る

仁
木
町
、
倶
知
安
町
|
四
%
、
そ
の
他
道
内
地
域

l
二
四
%
、
道
外

i

五
%
、
外
国
|
一
一
一
%
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
対
象
者
に
同
居
中
の
既

婚
子
が
い
る
ば
あ
い
、
参
考
の
た
め
に
既
婚
子
の
配
偶
者
の
出
身
地
に

つ
い
て
も
ふ
れ
て
お
く
と
、
二
七
人
の
既
婚
子
の
配
偶
者
の
う
ち
、
赤

井
川
村
出
身
は
わ
ず
か
一
人
、
小
樽
市
|
七
人
、
余
市
町
|
二
人
、
札

幌
市
|
一
一
一
入
、
仁
木
町
・
京
極
町
・
倶
知
安
町

i
各
一
名
、
他
の
道
内

地
域
|
九
人
、
道
外
二
人
と
な
っ
て
い
る
。
ヶ
l
ス
は
少
な
い
が
通

婚
圏
の
世
代
間
の
違
い
を
垣
間
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
日
)
頼
る
・
頗
ら
れ
る
親
族
関
係
の
囚
タ
イ
プ
と
対
象
者
の
調
査
時
点
の

主
な
属
性
、
そ
し
て
す
で
に
注
(
日
)
で
ふ
れ
た
諸
変
数
項
目
と
関
係

づ
け
て
み
る
と
、
調
査
時
の
年
齢
の
み
有
意
な
結
果
(
切
〈
・
0
H
)

が
え

ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
二

I
三
九
歳
で
は
タ
イ
プ
江
、
四

O
l
四
九

歳
及
び
、
五

O
t
五
九
歳
は
タ
イ
プ

I
、
ま
た
は
五

o
t五
九
歳
で
は

タ
イ
プ

I
と
並
ん
で
タ
イ
プ

E
が
、
六

O
歳
以
上
は
タ
イ
プ
町
の
占
め

る
割
合
が
、
そ
れ
ぞ
れ
多
く
み
ら
れ
た
。
な
お
調
査
時
の
他
の
主
な
変

数
は
、
年
齢
以
外
に
調
査
時
に
お
け
る
職
業
の
有
無
、
既
婚
か
否
か
、

-164ー



家
族
形
態
、
家
族
発
達
の
段
階
、
居
住
経
過
年
数
を
設
定
し
た
。

(
国
〉
タ
イ
プ
町
に
つ
い
て
は
、
注
(
日
)
で
ふ
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。
な

お
、
友
人
の
ば
あ
い
に
お
い
て
の
み
、
頼
る
・
頼
ら
れ
る
親
族
関
係
の

四
タ
イ
プ
と
、
頼
っ
て
く
る
友
人
の
有
無
と
の
関
係
を
み
た
と
こ
ろ
、

次
の
表
の
よ
う
な
結
果
、
が
え
ら
れ
た
。

計〉;:E 
35.5 

53.2 

p<.Ol 

40.6 

65.3 

ハ
ロ
〉
他
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
く
と
、
「
社
会
的
機
関
」
が

二
四
%
、
そ
し
で
「
友
人
・
知
人
」
1

一
九
%
、
「
自
分
」

l
七
克
、
「
結

婚
」

l
七
%
と
な
っ
て
い
る
。

〈
路
)
他
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
は
、
「
結
婚
」
が
一
ム
ハ
%
、
「
自
分
」

l
一

oz、

「
家
族
・
親
族
」

i
四
%
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ば
あ
い
の
「
家
族
・
親

族
」
は
ご
く
少
数
で
あ
る
が
、
移
住
先
以
外
の
親
族
が
介
在
し
た
こ
と

北
大
文
学
部
紀
要

に
な
る
。

(
四
)
「
経
由
型
」
の
他
の
チ
ャ
ン
、
不
ル
は
、
「
友
人
・
知
人
」

l
一一一一万、

「
自
分
」

i
一
一
一
一
%
、
「
結
婚
」
|
一
一
一
%
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
「
非
挙
家

型
」
で
は
、
「
友
人
・
知
人
」

l
一
七
%
、
「
結
婚
」
|
一
五
%
、
「
自
分
」

i

七
%
で
あ
る
。

(
加
)
ち
な
み
に
、
親
族
が
い
て
、
不
安
を
い
だ
く
者
は
二
七
%
、
親
族
が

い
な
く
て
不
安
を
い
だ
く
者
は
四
六
%
で
あ
っ
た
。

(
幻
)
親
族
が
い
て
直
接
移
住
し
た
者
で
は
三
コ
一
%
が
不
安
を
い
だ
き
、
親

族
が
い
て
経
由
移
住
し
た
者
で
は
一
五
%
が
不
安
を
い
だ
い
て
い
た
。

(
幻
〉
専
業
農
家
、
兼
業
農
家
、
非
農
家
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
不
安
を
い

だ
い
た
者
の
比
率
を
示
す
と
四
八
%
、
三
三
%
、
二
四
%
と
な
っ
て
い

た。

(
お
)
転
居
し
た
者
に
つ
い
て
み
る
と
、
平
均
転
居
回
数
は
ニ
・
五
九
回
で

あ
っ
た
。
回
数
で
い
え
ば
、
一
回
の
転
居
者
は
四
六
名
(
二
九
%
)
、

二
回

i
四
九
名
(
二
二
%
)
、
一
一
一

i
四
回

l
四
三
名
(
二
七
%
て
五
回

以
上
最
大
二
二
回
|
一
九
名
(
一
二
%
〉
で
あ
っ
た
。
同
様
に
転
職
者

の
み
に
つ
い
て
、
平
均
転
職
回
数
は
了
九
七
回
で
あ
っ
た
。
回
数
で

は
、
一
回
の
転
職
は
四
九
名
(
五
O
%
)
、
二
回
|
二
九
名
(
三
O
w
m
)
、

三
回

l
四
国

i
一
五
名
(
一
五
%
)
、
五
回
以
上
|
五
名
(
五
%
)
と

な
っ
た
。

ro 

(
泊
)
援
助
す
る
ば
あ
い
、
当
該
地
で
の
居
住
年
数
が
一
つ
の
重
要
な
規
定

要
因
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
加
え
て
階
層
的
な
規
定



親
族
関
係
と
都
市
適
応
過
程

要
因
、
と
く
に
職
業
に
関
し
て
自
営
業
で
あ
る
こ
と
や
、
職
業
上
の
役

職
者
に
は
、
出
身
地
の
親
族
や
友
人
・
知
人
に
紹
介
や
世
話
を
し
て
い

る
者
が
少
な
く
な
い
。

一
例
を
あ
げ
る
と
、
①
余
市
町
内
で
精
肉
庖
を
営
む
S
氏
(
大
正
一

O
年
生
、
調
査
時
に
六
五
歳
、
長
男
に
す
で
に
経
営
を
ゆ
ず
っ
て
い
る
〉

は
、
赤
井
村
市
街
の
出
身
で
あ
り
、
昭
和
一
七
年
に
離
村
後
、
二
一
年

に
町
内
で
結
婚
し
妻
の
妻
家
に
同
居
す
る
。
そ
の
後
自
宅
を
建
て
る

が
、
生
活
費
の
一
部
と
し
て
ア
パ
ー
ト
兼
自
宅
と
し
て
建
て
替
え
る
。

赤
井
川
村
出
身
者
へ
の
紹
介
と
世
話
は
就
職
、
住
居
、
そ
の
他
の
三
項

目
に
み
ら
れ
る
。
就
職
の
紹
介
・
世
話
で
は
、
友
人
の
子
供
を
町
内
の

商
庖
に
し
て
い
る
。
住
居
に
つ
い
て
は
、
ア
パ
ー
ト
兼
自
宅
で
あ
る
の

で
、
赤
井
川
村
出
身
者
に
部
屋
を
貸
す
。
そ
の
他
と
し
て
、
友
人
の
子

が
町
内
Y
高
に
入
学
し
た
時
、
そ
の
保
証
人
に
な
っ
て
い
る
。

②
小
樽
市
在
住
の

H
氏
(
調
査
時
現
在
六
七
歳
無
職
)
は
、
赤
井
川

村
在
村
当
時
、
赤
井
川
村
市
街
に
居
住
し
、
村
内
T
社
造
林
部
の
乗
り

合
自
動
車
の
運
転
手
を
し
て
い
た
が
、
道
内
最
大
手
の

C
パ
ス
会
社
と

の
合
併
に
よ
り
昭
和
十
八
年
余
市
町
に
転
勤
の
た
め
家
族
で
離
村
。
余

市
町
在
住
時
は
会
社
の
寮
に
居
住
し
た
が
、
五
年
後
に
転
勤
で
小
樽
市

に
移
る
。
小
樽
で
も
し
ば
ら
く
社
宅
住
い
を
す
る
が
、
会
社
の
株
を
売

却
し
て
持
ち
家
と
な
る
。
こ
の
間
、
整
備
部
門
の
責
任
者
、
子
会
社
へ

支
配
人
と
し
て
出
向
し
、
昭
和
五
二
年
に
定
年
退
職
す
る
。
日
氏
は
、

対
象
者
の
中
で
は
一
位

t
二
位
を
争
う
程
、
赤
井
川
村
出
身
者
に
多
く

の
紹
介
と
世
話
を
行
な
っ
て
い
る
。
大
手
前
払
パ
ス
の
役
職
者
と
い
う
地

位
か
ら
依
頼
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
パ
ス
会
社
の
運
転
手
(
男
性
)
と

し
て
約
五

O
名
、
寧
掌
(
女
性
)
と
し
て
一
四
|
一
五
名
、
用
務
員
と

し
て
約
一

O
名
を
世
話
し
て
い
る
。
住
居
や
土
地
の
紹
介
・
世
話
が
各

々
五

l
六
件
、
結
婚
の
仲
人
を
六
件
、
そ
し
て
金
銭
の
保
証
人
を
三
件

し
て
い
る
。

③
同
じ
小
樽
市
在
住
の

I
氏
(
調
査
時
現
在
六
四
歳
、
ス
ー
パ
ー
経

営
〉
は
、
村
内
I
地
区
に
て
畑
一

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
水
田
約
一
・
五
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
専
業
農
家
で
あ
っ
た
が
、
妻
の
体
が
弱
い
こ
と
、
子
供
が

農
業
を
継
ぐ
意
士
山
が
な
か
っ
た
た
め
に
、
昭
和
四
六
年
に
、
小
樽
市
へ

段
階
的
な
挙
家
離
村
を
す
る
。
離
村
二

t
一
二
年
前
か
ら
転
職
の
た
め
の

準
備
、
住
宅
と
土
地
の
確
保
も
用
意
周
到
、
移
住
後
は
薬
の
取
次
ぎ
か

ら
、
食
料
品
を
扱
う
ス
ー
パ
ー
経
営
を
営
む
。
こ
の
問
、
き
め
細
な
気

配
り
と
、
世
話
好
き
、
弁
舌
の
さ
わ
や
か
さ
と
い
う
氏
の
人
と
な
り
か

ら
町
内
会
長
に
推
挙
さ
れ
、
町
内
会
活
動
に
尽
力
す
る
。
居
住
地
は
小

樽
市
の
宅
地
開
発
前
に
取
得
し
て
い
た
、
が
、
そ
の
周
辺
の
地
価
は
、
景

観
に
す
ぐ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
比
較
的
低
廉
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
赤
井
川
村
出
身
者
に
数
え
切
れ
な
い
と
一
言
う
程
、
住
宅
と
土
地
の

紹
介
・
世
話
を
し
て
い
る
。
結
婚
の
世
話
は
な
い
が
、
就
職
の
紹
介
・

世
話
を
赤
井
川
村
の
知
人
四

I
五
人
に
し
て
い
る
。

④
札
幌
市
西
区
在
住
の

S
氏
ハ
調
査
時
現
在
五
三
歳
、
自
営
の
建
築

業
)
は
、
村
内
M
地
区
で
建
築
業
を
営
ん
で
い
た
が
、
仕
事
が
な
か
っ
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た
こ
と
と
、
配
偶
者
選
択
の
た
め
に
、
昭
和
三
五
年
に
当
時
の
村
長
の

弟
が
札
幌
で
建
築
業
を
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
人
物
を
頼
っ
て
移
住
す

る
。
移
住
後
ま
も
な
く
結
婚
し
、
昭
和
=
一
六
年
に
土
地
を
購
入
し
、
建

築
資
金
は
自
分
の
兄
弟
や
妻
の
親
戚
か
ら
借
り
た
が
、
翌
三
七
年
に
自

分
で
住
宅
を
建
設
す
る
。
赤
井
川
村
出
身
の
知
人
の
紹
介
で
建
築
会
社

に
勤
務
し
て
い
た
が
、
昭
和
四
八
年
四
月
に
独
立
し

M
建
設
を
設
立
す

る
。
人
数
の
確
認
は
し
え
な
か
っ
た
が
、
赤
井
川
村
出
身
者
に
対
す
る

紹
介
と
世
話
は
、
自
営
業
と
い
う
こ
と
で
、
赤
井
川
村
出
身
の
従
業
員

が
い
る
こ
と
、
こ
の
従
業
員
に
土
地
の
紹
介
を
す
る
と
共
に
、
結
婚
相

手
の
紹
介
世
話
を
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
赤
井
川
村
出
身
の
知
人
で
あ

る
従
業
員
以
外
で
も
、
親
戚
の
者
に
対
し
て
土
地
の
紹
介
・
世
話
、
結

婚
相
手
の
紹
介
、
世
話
を
し
て
い
る
。

同
様
の
例
は
、
自
営
の
商
庖
主
T
氏
(
調
査
時
現
在
五
七
歳
)
、
自
営

の
建
築
業
M
氏
(
調
査
時
現
在
五
八
歳
)
に
つ
い
て
も
み
ら
れ
る
。
前

者
は
赤
井
川
村
出
身
者
に
就
業
と
結
婚
の
紹
介
・
世
話
を
そ
れ
ぞ
れ
約

一
O
件
、
二
件
し
て
い
る
。
後
者
の
ば
あ
い
、
建
築
業
と
い
う
こ
と
か

ら
住
宅
の
紹
介
・
世
話
を
二
件
し
て
い
る
。

(
お
)
と
く
に
、
挙
家
離
村
に
よ
り
都
市
移
住
し
た
家
族
に
つ
い
て
判
明
し

え
た
か
ぎ
り
で
は
、
一
一
一
一
ケ

i
ス
が
段
階
移
住
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、

結
果
的
に
は
挙
家
で
も
都
市
移
住
者
の
先
導
者
が
、
残
留
す
る
他
の
家

族
成
員
を
呼
び
寄
せ
た
り
、
本
人
自
身
が
最
後
に
移
住
し
た
ば
あ
い
で

あ
っ
て
、
こ
れ
ら
は
こ
の
よ
う
な
短
い
期
間
の
該
当
事
例
と
な
る
。

北
大
文
学
部
紀
要

(
叩
山

)ω
円
or叩H
A
W

肘
-

H

・
(
H
由、刊一円
)
u

問
。
ロ
ロ
回
同
O
】

q
n
o口
出
目
ロ
昨
日
印
C
E
円H
H
O
門口

B
Oロ
ロ
宮
山
口

B
E
F
S日
Z
-ぽ
P

Z
り

2
2
F
Hロ
〉
・
}
川
田
同
町
仏
師
回

目

E
ω
Z
Z
F
H凶
-M-E・
叫

JE
句、守

S
同
h

円
滑
ミ

S
R
S
丸、。
h
b

叫

J3bRS-
、吋
r
o
d
E
g円回日々

D
h

吋
叩
阿
国
印
司
同
巾
∞
∞

-HV℃
・
由
印
i

Hω
白
・
関
口
口

r
F
り
・
田
口
円
山
回
一
三

g
p
呂・

(
5
4
N
)
u
k
d
宮
守
与
泣
き

S
Q
S同N
R
宮
内
・
パ
門

Z
Hロ由民
g
z
c同
白
同

E
ロ

ω
g丘
四
回
。
片
手
。

(
V
日目〈

o
-
g門戸

ω
g芯
己
口
同
志
岡
田
町
H
U
J

に
は
、
該
当
例
の
指
摘
が
な
さ
れ

る
と
共
に
、
そ
の
よ
う
な
事
態
が
都
市
問
題
の
一
つ
で
あ
る
と
い
う
認

識
が
な
さ
れ
て
い
る
。

(
幻
)
の

5
0日ロ
Y
の
・
由
民

N

O

S

F

4
司・

]
U
-
O
L
目・

(
H
由∞
C
V

句、
F

S

h
N》・

2
・
呂
田
同
氏
ロ
H
U
H
o
g
-
]
ぷ
ユ
N
-

に
は
都
市
人
類
学
の
興
味
深

い
成
果
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

(
泊
)
平
川
毅
彦
「
社
会
参
加
と
地
域
リ
ー
ダ
ー
認
識
」
ハ
関
孝
敏
・
平
川
毅

彦
編
『
郊
外
団
地
居
住
者
に
お
け
る
地
域
移
動
歴
と
都
市
的
生
活
』
北

海
道
大
学
文
学
部
)
一
九
八
九
年
、
八

O
頁
で
は
、
郊
外
団
地
(
公
営
住

宅
と
持
ち
家
住
宅
各
層
を
含
む
三
六
八
家
族
)
の
町
内
会
行
事
参
加
率

は
四
了
八
%
で
あ
っ
た
。
な
お
、
対
象
者
の
ば
あ
い
、
子
供
会
へ
の

行
事
参
加
、
婦
人
会
行
事
参
加
、
老
人
会
行
事
参
加
に
つ
い
て
も
尋
ね

た
。
そ
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
の
参
加
率
は
四
九
・
二
%
、
四
九
・
四
%
、

四

0
・
四
%
と
な
っ
た
。

(
却
)
任
意
集
団
へ
の
加
入
は
、
基
本
的
に
は
個
人
単
位
で
あ
る
か
ら
、
個

人
加
入
の
調
査
結
果
を
参
考
に
す
る
と
次
の
も
の
が
あ
る
。
盛
山
和
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親
族
関
係
と
都
市
適
応
過
程

夫
・
杉
岡
直
人
・
森
岡
清
志
『
生
活
構
造
に
関
す
る
調
査
研
究
』
(
北

海
道
大
学
文
学
部
社
会
学
研
究
室
、
一
九
八

O
年
、
一
一
七
頁
)
。
も

っ
と
も
こ
の
報
告
書
で
は
「
集
団
参
加
」
と
い
う
用
車
聞
が
用
い
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
「
集
団
加
入
」
と
は
厳
密
に
は
異
な
る
が
、
調
査
項
目

は
「
加
入
」
と
な
っ
て
い
る
。

(
却
)
四
国
の
四
都
市
(
松
山
市
、
高
松
市
、
徳
島
市
、
高
知
市
)
の
町
内

会
活
動
参
加
率
は
、
男
性
の
平
均
が
四
一
ニ
・
六
%
、
女
性
の
平
均
は
五

六
・
四
%
と
な
っ
て
い
る
。
松
山
商
科
大
学
人
文
学
部
社
会
学
科
一
九

八
八
年
度
調
査
報
告
書
『
地
方
中
核
都
市
に
お
け
る
パ
ー
ソ
ナ
ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
』
(
松
山
商
科
大
学
社
会
調
査
車
、
一
九
八
九
年
、
一
七
五

頁)。

(
同
社
)
云
品
目
H
U

可・

(
H
g
N
)
w

日
岳
間
同
日
ロ
口
可
出
足
手
。
印
H
E

身

D
h
k片山
E

口同口

ω
Z
g
d司ロ∞-ヘピミコ円お司
b
ミ』宮、。、。
N

。h
r
H
E
H
印
斗
申
・
で

は
、
平
日
は
都
市
人
で
あ
る
が
、
週
末
は
部
族
人
に
戻
る
。
帰
郷
時
に

は
部
族
人
と
し
て
立
ち
振
ま
う
。
日
中
の
職
場
で
は
都
市
人
で
あ
る

が
、
帰
宅
後
は
部
族
人
の
世
界
に
住
む
。
こ
の
よ
う
な
人
た
ち
を
「
二

重
役
割
」
(
己
認
母
国

rrgrm)
を
も
っ
人
々
と
し
て
い
る
、
都
市
移

住
者
の
マ

l
ジ
ナ
ル
性
を
指
摘
す
る
と
共
に
、
都
市
適
応
の
様
態
を
一
示

す
こ
の
よ
う
な
見
解
が
想
起
さ
れ
る
。

(
幻
)
帰
郷
機
会
の
一
つ
で
あ
る
「
カ
ル
デ
ラ
祭
り
」
は
、
地
域
活
性
化
の

一
環
と
し
て
一
九
八

O
年
よ
り
毎
年
八
月
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。
開
催

期
日
を
盈
前
に
設
定
し
他
出
者
の
帰
郷
機
会
を
目
論
ん
で
い
る
。

(
お
〉
と
く
に
出
身
地
に
親
族
数
が
多
い
者
程
帰
郷
回
数
が
多
か
っ
た
(
匂

〈・
0
0
H
)
、
な
お
相
関
係
数
は
。
・
0

臼
で
あ
っ
た
。

(
出
)
拙
稿
、
前
掲
論
文
、
一
八
九
|
一
九

O
頁。
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